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ミュンヘンを目指す侯 

道 補選手25名が決定した。 

©■ アジア予選を勝ちぬいた 

へ 16 名に学生を主体とした 

^ 若手9名が加わり、25名 

< となった。 

^ この25名がこれから、 

ユ 7ヶ月の間に強化を重ね 
ミュンヘンでの 上位入賞 
を狙うことになる。 

アジア予選は結果的に見れば、 
快勝であったが、一つの試合の細 
かな局面々々をとれば、決っして 
そう楽観できるものではなかった 
筈だ。 

アジア予選を勝ちぬいた選手達 
また新たに加わった選手達もこの 
ことは熟知している害である。 

ミュンヘンでは、まさにこの危 
ない局面の連続ということになろ 
う。気のぬける瞬間は全くないと 
いっても良いであろう。 

地理的にいって、対戦相手にも 
めぐまれず、本場のニュースから 
はるかに遠ざかっている我が国で 
ヨーロッパ諸国のミュンヘンをめ 
ざしての熱情を感じとれといって 
もムリかもしれない。 

しかし、それを克服しなければ 
日本の上位進出はありえない。 

今後の7ケ月間、候補選手はま 
ず眼に見えない敵よりも、どんな 
苦境をもはねかえす力強い意志と 
体力をもち合わせてほしいもの 


だ。そして、ミュンヘンの会場で 
は、自分のもっている力を十二分 
に発揮できるという自信、決つし 
て過信ではない自信を養ってほし 
いものだ。 

全国のファンがあれだけの声援 
をし、アジアの代表としての君た 
ちに期待をしているのだ。 

選ばれたということを誇りにし 
このファンの声援に応えるべく、 
十二分の心構えをもって、誰が見 
ても納得できる試合振りを個人と 
しても、チ—ムとしても、ミュン 
へンで見せて欲しいものだ。 

ここでいきなり金メダルをと力 
んでみても、力. ラィ バリにしかな 
らない。誰もが納得できる試合を 
すれば、金とは云わないまでも上 
位入賞は可能である。. 

体調を整え、今後の7ヶ月間に 
長所は仲ばし、短所は補ない、晴 
れの オリンピックで、 多くの先輩 
たちが果せなかった オリンピック 
の試合に参加する栄誉を十分にか 
みしめ、精進してほしい。 

日本のファン•アジアのファン 
が期待しているのは、 ョー ロッパ 
以外のチームの上位進出である。. 

残念ながら、女子チームはその 
希望をか.なえられなかった。世界 
選手権よりも オリンピックという 
晴れの舞台でそれをかなえて欲し 
い。それが世界のハンドボールを 
も発展させるのだ。 (藤本〕 


評 

時 


成長度が高まるにつれ 
新しい問題がおき、新し 
い発展がなされる。 

〃登録，についてもそれ 
がいえるだろう。 

昭和10年代は東西の大 
学はチームーつ一つに加 
盟団体という資格が与えられてい 
たそうだ。 

現規約で加盟団体といえば全日 
本学連、全国高体連、全日本実 
連、全日本教職員連、全自衛隊連 
の5大系統を指す。 

組織や加盟団体の成長は■"登. 
録〃面でさまざまな問題を提起し 
ている。特に社会人チームの構成 
について斯界ははっきりとした線 
がない。 

実業団に関しては全日本実連に 
まかせ、クラブは各ブロックの見 
解を そのまま 適用して いる だけ 
だ0 

全日本実業団選手権やクラブ大 
会などはそれでもょいだろうが、 
今後全日本総合選手権などで釈然 
としない問題が生じるのではなか 
ろうか。 

例えば実業団(会社)に在籍し 
ているいわゆる勤労学生が学連登 
録者であった場合。現実に会社と 
学校でハンドボール活動を両立さ 
せることは不可能に近いが規程上 
は 「OKJO 

またクラブの構成にもさまざま 


なケースがある。 

学連や実連登録者を認めている 
地域もあるし、まったくそうした 
者を除外している地域もある。 

周囲の条件がからんで一線を引 
きにくい難題ではあるが、この際 
大会毎に細則を成文化し、少くと 
も登録上でトラブルがおきないよ 
うな手だてを講じるべきかも知れ 
ない。 

しかし、万全を期しても〃抜け 
道#はどこかにある。規則でしば 
ったがために内容低下も起こるだ 
ろう。 

要はチーム側の〃良識"にかか 
ることなのだ。 

現在、国体(一般)に学生の出 
場は男子は許されず、女子は1チ 
丨ム 3名までとされている。 この 
場合の学生とは大学ハンドボール 
部員だけに留らず学生という身分 
を有する者ずベてという注釈づき 
である。 

なぜこうも厳しいのか。かって 
ある県が国体での成績を考えるあ 
まりその春大学に進ん•た学生を国 
体終了時まで因果をふくめてハン 
ドボール部に入れさせないでおい 
た〃事件"があったからだそう 
だ。 

フ X アーをモットーにしたスポ 
—ッ団体にいくつも〃規程"があ一 
るなどというのはあまり聞こえの 
よくない話ではある。 ( X ) 





ミュンヘンへ新たなスタ—卜 

オリンピック 候補選手 25名を.発表 

オリンピック ィヤ—が 明け、 今夏8 月の 「ミュンヘン」 へ 新たな一歩を踏みだした日本協会は1月 
19日東京で注目の「オリンピック候補選手」 25 名(社会人 14 、学生 11 〕を発表した。候補選手は2月 
14 日から 1 週間大阪で行われる第 1 次強化合宿を皮切りに〃上位入賞"の宿願を追って強化練習をつ 
づける が、 3 月下旬までに 15〜20 名にしぽ られ この メンバー が「 47 年度 ナショナル(兼オリンピック 
第2次候補) となる。 なお晴れの オリンピック 出場選手の選考などは日本 オリンピック委員会 (JO 
C ) の最終指示を待って行われる。時日未定。 


予選出場組はそつくり 

昨秋の オリンピックアジア 予選 
を快勝で飾った直後から、日本協 
会はミュンヘンでの*上位入賞" 
を新たな目標にかかげ、それまで 
のナショナルチ—ムを解体、対ョ 


丨 ロッパチ ー ムを基本線にした候 
補選手の選びなおしを行ぅこ■とに 
なり選考委員会(荒川清美委員 
長、村田弘、勝繁夫、安藤純光、 
渡辺慶寿、竹野奉昭各委員〕を編 
成した。 

同委は 12 月にはいって 4 回の選 
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考会議を開き、各委員からリスト 
■アップされた 36 名の選手を中心に 
協議、24選手を選び出し、1月14 
日の月例常務理事会で1選手を追 
加、発表となったもの。 

新候補選手でまず注目されるの 
はアジア予選出場組 16 名がそっく 
り"再任，されたことだ。 

アジア 予選 4 試合で 74 得点、 27 
失点というケタ違いの強さを発揮 
史上最強のナショナルチームとい 
う定評を裏づけ、しかも各選手と 
もまさに円熟期。ミュンヘン行き 
の切符をもたらしたという点でも 
.当然.の成り行きであろう。 

木野、近森、飯田は斯界で初め 
て公式国際試合出場の 30 試合ラィ 
ンをこえ(注.木野、近森各33、 
飯田 31 )、攻防両面の柱となって 
i る。 

-E •ホルル IH - F 技術委員長を. 
驚嘆させた野田、貴重な左腕コン 
ビ有永、|新実、才—ルラウンドタ 
イプへいちだんと進境を示す藤 


中、中井、技巧派の新進氷海、大 
江、ベテラン早川、東。負傷のい 
えたアタッカ—斉藤の奮起も期待 
される。 

コーチン•グスタッフから『誰が 
でても安心』と全幅の信頼を寄せ 
られている下里、本田、大村の G 
K トリオも健在を示した。いずれ 
も個性のあるプレーを誇り、国際. 
的なレベルに達しているといえよ 


学生界の主力加わる 

この 16 人に何人がプラスされる 
かは今回の選考の焦点であった。 

44 年 9 月に第 7 回世界選手権 
(フランス)の第 3 次候補 21 名を 
発表して以後、ナショナルチーム 
の選手数はつねに20人以内にしぼ 
られ「精鋭主義」「重点強化」が 
打ち出されていたのだが、さすが 
に♦回は、ミュンヘンを目指して 
一から出直すという意識が強く、 
原則として今後、候補の追加は行 
わないということもあって予選組 
以外に名があげられた選手は20名 
をこした、、と伝えられる。 

その中からすでに年令的に峠を 
こした選手がまずふるい落とされ 
たようだ。 

ま允、今回の編成方針が今夏8 
月への即戦力という観点から大学 
1、2年生や高校界のホ—プたち 
も最終的にははずれ、10代は一人 
もいない結果になった。 
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このほか予選組とのレベル比較 
ナショナルプレィヤ—としての将 
来性などが検討資料にされた。 

新候補のなかで興味深いのは学. 
生界の主力8人が加わり、実業団 
選手は高梨一人に留った点だ。 

実業団のスターはほとんど私す 
でにナショナル入りを果たしてい 
ることもあるが、質低下を云われ 
ながら学生界がいぜん〃全日本の 
温床"として重きをなしていると 
いぅことにもなるだろぅ。 

氷海に加えて佐藤要、荒井と学 
生界ビッグ•スリ I の主将が揃っ 
たのも話題。アジア予選直前に代 
表の座を逃した花輪のカムパック 
も目立つ。 

佐々木、浅原のスピードとテク 
ニックは定評があり、野田、大 
江、高梨、花輪らとともに〃日本 
戦法"要員として貴重な存在だ。 

松岡は大成が期待されている大 
型 サウス ポー。これで左腕は有 
永、新実、浅原、松岡と4人に増 


えた 。 . 

GK も馬淵、高橋誠の加入.で顔 
ぶれはいっそぅ多彩である。 

目立つ明星高クワルテット 

25 人を眺めて華々しいのは氷 
海、荒井、髙梨、佐々木と明星高 
(東京)出身者が並んだことであ 
る。•同校は、 41 、 42 年 インター ハ 
イ•国体連覇といぅ偉業をとげて 
おり 4 人は当時の立役者。鳴りも 
の入りで学生界、実業団界へ進ん 
だ選手だ。 

ちなみに この4 人のほか 41 〜 42 
年に高校界の檜舞台で活躍した選 
手を拾ってみると中井(伏見エ、 
41 年国体 3 位)、新実( 42 年国体 
2 位)、大江( 42 年国体べスト 8 ) 
をはじめ斉藤(富岡高、 41 年イン 
ターハイ)、.有永(西宮東高、同) 
馬淵(同)、佐藤( 42 年同)、松岡 
(同)、花輪(同)と揃う。 13 人、 
半数以上である。 

当時東西学生界のトップスター 


.の座にあった木野、近森、飯田が 
41 年秋にナショナルプレィヤーと 
してデビュ—したのを考えあわせ 
ると「 41 〜 42 年」がミュンヘンに' 
興味深い符諜となっていることに 
気づく。 

なお、近藤信行選手(大崎電気) 
の復帰は体力的な面で見送られ 
た。 ' 

25 人の選手は2月14日から大阪 
で最初の強化合宿を行い 19 日の T 
V マッチ(別掲)に-出場、日本協 
会では 3 月末に 15 〜 20 人程度にし 
ぼ S 、 このメンバ—を「47年度ナ 
ショナルチー ム」 とする予定だ。 

新チームのデビュ—は4月の G 
W •ダンケルセン(西ドィツ)戦 
になる•たろぅ(別掲) 

コ—チ陣に村田弘氏ら 

コーチ陣については日本協会で 
は、いちぢオリンピック対策部に 
一任の方向でいたが、候補選手の 
数が25名に及んだためとりあえず 


「全日本中学」 (仮称) 今夏実施へ 

日本協会は1月14日の月例常務理事会で各方面から熱望されていた「全日本中学校ハンドボール選手 
権大会(仮称) J を今夏8月愛知県下で開くことに内定した。 

大会の詳細と正式決定は 2 月の全国会議' C 評議員会、理事会〕で行われるが、早くても 48 年度からと 
みられていた同大会を新年度実施に踏み切ったのは、アジア予選後、田村(会長)—荒川(理事長〕ラ 
ィンが打ち出した「底辺対策」と'地方関係者の積極的な声にょるもので、中学問題検討委員会も大会 
開催の方向を確認している。 

第 1 回大会は夏休み中の 2 日間を利用、出場チームはブロックを単位 K : 男女各 10 〜 16 チームの線に落 
ち着きそうだ。 ^ 


第1次 (2 月)、第2次 (3 月)の 
強化合宿は 同部に 2 〜 3 名の n — 
チを加えて行ぅこととし、 1 月 14 
日の 月例常務理事会で次の 5 氏を 
決めた。 

▽第 1.2 次強化合宿 コ| チ村 

田弘(日本協会 オリンピック 対策 
部長、 アジア 予選監督}、勝繁夫 
(日本協会技術指導部長)、波辺 
慶寿(同普及部長)、竹野奉昭(同 
オリンピック 対策委員、 アジア 予 
選コ—チ)、北川勇喜(日本協会 
技術指導委員) 

なお、一部手なおしが予想され 
たオリンピック対策部は当分のあ 
いだ現行スタッフ 4 名(村田、竹 
野=強化担当、藤本、杉山=情報 
担当〕のままで進む。 

選手の競争、精進を期待 

ところで栄光のオリンピック代 

表だが、 JOC の派遣最終決定が 

おりぬ限り具体的な動きはできな 
ヽ〇 

現在はつきりしているのは選手 
は「 47 年度ナショナル」から選ば 
れることだけでコーチングスタツ 
フを含めての人数などそれまでは 
いつさい"白紙，。 

日本協会は貴重な強化期間とみ 
て候補選手の激しい競争と精進を 
期待している。強化合宿は別掲の 
ように2月 以降 7 回(約 60日) の 
予定だ。また一昨年好評だった 
「国内サーキット」の実施も考え 


られている。 

なお、オリンピック 対策部では 
4〜5月のあいだに ョーロッパ遠 
征を希望しているが、予算面での 
裏づけが力べとなっており、今後 
の日本協会首脳陣のでかたが注目 
される。 


.強化合宿日程……〇 


▽第 1 次 2 月 14 〜 20 日(大阪) 
▽第 2 次 3 月中旬(東京•自術 
隊体育学校=予定) 

▽第 3 次 4 月上旬(未定) 

▽第 4 ダ 5 月 12 〜 25 日(未定) 
▽第 5 次 6 月中旬(東京) 

▽第 6 次 7 月 20 〜 30 日(東北地 
区) 

▽第 7 次 8 月 3 〜 10 日(東京〕 

2月19日大阪で 
ワクナガと対戦 

日本協会は毎日放送(大阪)の 
企画による TV マ.ツチ「オリンピ 

ック強化試合」を 2 月 19 日午後 2 
時から大阪市中央体育館で行ぅと 
発表した。 

同試合は〃土曜ワィドスポ、—ソ 
2 月第 3 週〃として制作されるも 
ので別掲のオリンピック候補とワ 
クナガ薬品(大阪•全日本2位)， 
が対戦する。木野、早川両選手は 
ワクナガ側から出場の予定。な 
.お、この試合に先立って 12 時 50 分 
から大阪選抜軍とも試合する。 
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日本 > 6 年の空白〃ひびき9位 

第4回世男女子選手権は12月11日から19日まで オランダ 各地 
の会場に9ケ国が参加して開かれた.ゝ上位入賞> を期待さ 

れた日本はやはり6年にわたるブラ ンクが 影響，4戦1引き 
分3敗という成績で9位に甘んじた.優勝は東ドイツ. 

■勝 g 第4回世界女子選手権終わる — 


得〇 〇. 011008100 

^]ルンンンンンンンスンン 


ゲ 


• セセセセザ， 

r/ ry ボレ ry レセセル 
テ七テノテノツ ^ 
マッス1 I スー I ン i 

HS : レ T 

i アハ M ラ ALL ラリセル 


K 

G 


P 

F 


«原岡尾宅水野田尾口原毛 


日 


佐 


C 小北枝三垂牧島寺滝古三 
得〇 00040110010 


ルールに対する不馴れからか7本 
の 7 MT (ぅち6ゴール〕をとら 
れたほか、身長差の不利はおぎな 
ぅべくもなく惜敗した。 

先取点は3分ラスムッセンがあ 
げ日本も7分の7 MT を垂水が活 
かして追いついた。ところが日本 
は11、15、17分に 7 MT を課せら 
れいずれもラスムッセンがポィン 
卜、 411 と引きはなされた 0 
〇……日本はひるまず19分垂水、 
21分島田のゲットのあと、ハーフ 
タィム直前垂水がゴール、同点と 
する粘りをみせた。 

後半もデンマークが2分 ラス ム 
ッセンで514とすれば、日本も 
3分垂水がすかさず返し5 1 5、 

垂水 X ラスムッセ.ンの射ちあいは 
観衆を熱狂させた。 

しかし、このあと日本はまたし 
ても連続して 7 MT による失点で 
10 分には 9 1 5 と差をつけられた 


〇……日本は 7 分牧野、 20 分古佐 
原がゲットしたが、疲れがのぞい 
て 3 点差までが精いっぱい、準決 
勝リーグへの資格を失った。 

デンマ—ク、辛くも勝つ 

第 3 戦、デンマーク X 西ドイツ 
は 12 月 13 日ユトレヒトで行われ前 
半デンマークが波にのった攻撃で 
リ—ドを奪ったが、後半にはいる 
と西ドイッが猛反擊、もつれた。 

しかしデンマーグは辛くも最少 
点差で勝ち A 組1位を決めた。 

t ノマ Jn )。 西 ドィッ 

【A 組後記】本場の動向を6年以 
上つかめなかった日本が、大会 40 
日前に離日し、欧州 5 ケ国を転戦 
した意欲が不幸にも〃裏目•にな 
ってしまった。 

日本は各地で 14 戦のトライ T ル 
ゲームを行い12勝をあげたが、そ 
の間 1 C 日本の示し fc クイックプレ 
I を同じ組の西ドイツ、デンマー 
クは充分"研究，したよぅだ。 

キャリアの差がこの組の順位を 
決めた、といえるのではないか。 

山田監督は n 則哨戦が多かった 
とは思えない。むしろ多くの収獲 
があった」と話していたが、たし 
かにルーマニアとの善戦( 11 月 13 
日〕など関係者の注目を集めるに' 
充分•たった。東欧諸国の強さは予 
想どおりだがデンマーク、西ドイ 
‘ソ、ノルウ X 1、 日本らの実力は 
伯仲している。 


2戦とも後半にくずれる 

惜しまれる渡辺の負傷欠場 


予選リーグ A 組 


第 4 回世界女子選手権は 12月11 
日オランダで開幕、才—プ ニ ング 
の日本 X 西ドイツ戦は千五百の観 
衆を集めたユトレヒト市のスポー 
ツホールで行われた。審判=スモ 
レンゴ、カルセンパ—グ(ソビエ 
卜) 

西ドィッ 10( n 7 日 


得〇 00016 0-120 

ルトドィ|ドハツス 

ア， ナウツ 

ウェル ウ. 


フ t 


ス 


ヒッべンェれ- 


フン 


西 


■レ 


レ 

ゲヱ 


アメジキホレワハウク 


K 

G 


P 

F 


S ] 岡原尾水野原田口宅毛辺 
M 米佐' 

CR 北小枝垂牧古島滝三三渡 
#0 00601000000 


本 

〇 

rs 

1 

( 


T 

M 

7 


〇……西ドイツがたえず先行して 
いたが日本もょく粘り、後半開始 
直後5 1 5に追いつき5 16、6 
—6 と 前半以上のせりあいに なつ 
た。 

しかし西ドイツは後半11分から 
5分間にかけて レイトウ ヱスナー 


を中心とした攻擊陣が一気にスパ 
—卜、4点をもぎとり 10 |6と開 
き日本にとってこれが致命傷とな 
った。日本もそのあと垂水のゲッ 
卜で t - I 10とし、なお反撃の気勢 
を示したが、余裕のある西ドイツ 
.はムリな攻撃は仕掛けず守りを固 
めて逃げ切った。 

〇……日本は西ドイツ転戦中に左 
腕•渡辺が左ヒザの軟骨裂傷を負 
ったまま回復せず、もう一人のア 
タヅカ—牧野も西ドイツの徹底的 
なマ ー クにあって思うような動き 
が見られなかった。 

日本の速い動きを終始警戒して 
封じこんだ西ドイツの策戦勝ちで 
ある。 

後半、引きはなされる 

第2戦•日本 X デンマークは 12 
月12日ロツテルダム市営体育館に 
千八百の観衆を集めて行われた 
審判=パーソ，ノ、.デュウルセン 
(ポーランド) 

デンマ丨 
ク 


又 741134} 


17日 


本 


▽反則退場【日】垂水〔デ】ラガーボ 
ン、 L •ニールセン n 各2分 

〇 . 日本は特色であるスピ I デ 

ィなゲーム展開を見せたが、国際 


4 









7 MT 


1 GK I 


^ FP 


-全日本女子選手団- 

監督山田 計 （49) 日本協会常務理事 

コーチ宇津野年一 （48) 日本協会技術指導委員 
コーチ 井 薫 （34) 大洋 デ パート監督 

[柑] r 今][ぎ 

GK 小 原— 名苗 （23) 大洋 デパート〇 〇蕴〇 
北岡千賀 （23) 愛知教員ク 0 0 0 

FP 枝尾清女 （24) 大洋 デパート 12 6 

三宅美智子 （24) 大洋 デパート 0 01 

垂水秀代 （23) 大洋 デパート 2110 32 
渡辺須和子 （23) 大洋 デパート 124 肋 
米惠美子 （23) 大洋 デパート 0 210 

滝口 治代 （22) 東京重機工業0 0 5 

牧野凉子 （22) 東京重機工業4 7 38 

三毛直子 （22) 田 村紡 1213 

寺尾由美子 （22) 大崎電気 0 0 7 

三浦朝子¢21)大崎電気 0 01 

島 田 夏枝 (21) 大洋 デパート 7 7 23 

古佐原ひろ子 (21) 東京重機工業2 0 7 

随行員中川 葵 東急航空 

[世]は世界選手権4戦の得点【公]は公式国際試合 
4戦の得点[親】は国際親善試合1〇戦の得点 


渡辺、気力の 7 MT 

第3日日本 X オランダ戦は 12' 月 
18 日ァルンヘルム市体育館で行わ 
れた。審判=。ハ|ソン、デュゥル 
セン(ポ丨ランド) 

ォランダ Anv 日 

得 〇 0241030012 

つンンルストルークンツト 
タ クーエンネ 
ンネレ ツア ラィ ツ 
ペリイデーー 
ラ|ー ドウ ルル ミ 
一ーンンイ—^ラ 

,2マブカへラメピギドアス 


本 

3 


5 

C 


2：原岡水毛野原田口宅尾辺 
a * 米佐 13 
CH 小北垂三枚古島滝三枝渡|ぐ 
得〇 〇 901〇11〇 〇11 111 

後記コ—チ井薰 

この 試合、2点差以上をつけて 
勝てば7位が確保できる。 

選手権最後のゲーム、開催国才 
ランダと 対戦のせいか、凄い声援 
の中でゲーム開始。前半垂水の口 
ングが良く決まり、更に20分に得 
た 7 m には膝の怪我で、選手権未 
出場の、渡辺を起用、彼女も期待 
に応えて得点、9対6で前半を終 
る。後半 スタ ートより渡辺を出場 
さして幾くつかの、 フォ^ — メ ー シ 
ヨンを試みるが、.二 +. 日ぶりのコ 
ンビのせいか動きに精彩を欠き、 
その間にじりじりと反撃を許し、 
特に長身プレィヤ—をポストに配 


7 


位人賞も逃がす(11_) 


7〜9位決定リーグ 


7 位から 9 位までを決めるリ— 
グ戦は日本 ( A 組)、ノルゥヱ ー. 
(B 組〕、オランダ (C 組)の 3 
ヶ国によって 12 月 15 日からアルン 
ヘルム市などで行われた。 

第1日は12月15日ユトレヒト市 

のスポ—ッホ—ルで日本ノルゥ X 
1戦を行った。審判=ブルン.バゥ 

H ル、ハィゼル (才丨ストリア) 

日本 12(66||57)12レルゥ X 
引き分け 

▽反則退場〔日】米、垂水(いずれ 


得〇 08011110000 

-] ンクトルグインンネンクル 

セ，.■ー ヒセ セ ー 
1. -t スツ V 吒レ•レー 

ツ いル广ン广_ダ 
ゥラゥセテ T ヶボンレンンス 
ルイアラべロ ルアァニ 
[/ ウフフツススハ B ブ M ガア 


/IV /1 
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幻原—米水田 S 尾 口 宅浦毛 


-小北牧垂島古枝滝三三三 


日 

#0 02055000000 
も2分 y 垂水 (5 分)【ノ】 

ボルセン (2 分) 


2 


sly 

2 


T 

M 
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しての徹底した 7 m を狙ぅ作軟 
•に、 遂に同点に され、 そして リー 
ドされると 云ぅ、最悪のゲ ー ム展 
開と なる。 この 様な世界の舞台で 
然も地元相手には、 3 点のリード 
等、有って無い様なもの、勝負に 
対しての執念、根性で絶えず相手 
を制し、リ—ドする事の大切さを 
甯感する。 

日本の世界女子選手権成績 
▼第 2 回大会(昭 37 •ルーマニア) 
▽予選リーグ B 組 
ハンガリ 丨 1718 日 本 
デ—マ 1 ク .12—7 日 本 

▽ 7 〜 9 位決定リーグ 

ポーランド 16 — 10 日 本 
西ドイツ 1516 日 本 
日本は 9 位 

▼第 3 回大会(昭 40 •チヱコ=予 
選、西ドイツ=本大会) 

▽第1次(予選)ラウンド 
チヱ n 1718 日 本 
.チヱ コ 17—7 日 本 
▽予選リーグ A 組 
西ドイツ 15—5 日 本 

デンマ . ― .ク 10-9 日 本 

ユ丨ゴ 9 —5 日 本 

▽ 7 • 8 位決定戦 

日 本 G -5 ポラント 

日本は8位 

▼第4回大会(昭 46 •オランダ) 
日本は9位 n 記録別掲 
▽世界選手権における日本の通算 
成績14戦1勝12敗1分。 

(注)日本は第1回大会には不参加 


後記コ .1 チ井薫 

予選リ—グニ試合に比べると日 
本も、本来の速い動きをとり戻し 
接戦となった。ノルウ X 1 の工一 
ス、 カー レンは 1 m 87 CIII の 長身 
で、どの国も彼女をマンツーマン 
でつぶす程の選手で、勿論日本も 
ゲ—ム開始より徹底的にマ—ク、 
然しこの戦法に馴れているせいか 
中央から■のフリースローを多く狙 
われ、得意を許す、'日本も垂水、 
牧野のロングジャンプシユ—卜、 
更に島田の速攻及カットイン等 
で、迫力あるゲ—ムを展開する。 
只 GK からの速攻えのパスが、相 
手長身プレイヤ—に何度かカット 
されるケ - r スがあり、得点機を逸 
した事は惜まれるし、今後の外人 ■ 
相手の課題にも思える。12対12で 
迎えた後半、残り20秒で単独速攻 
のチャンスをつかみ、古佐原が県 
命にダッシュ、最後は突き飛ばさ 
れ 乍らシ ュート、.日本であれば 当 
然 7 m のケースも、.シュートをし 
てしまえば競技続行と判定する審 
判(選手権では、殆んどこの判定) 
でゲーム続行、そして タイムアッ 
プ、世界選手権念願の一勝を目前 
に12対12で引き分けに終る。 

ノルウエ I 、7位を確保 

第2日ノルウヱ IX オランダ戦 
は12月17日アルンヘルム市体育館 
で行われた。 





東 ドィツ、 ユーゴ 破り優勝 

£ン3ガ fi'J 東欧勢上位を占める 


許す結果となった。 


予選 


1グ 


◊ B 組 

ューゴ 

ル—マニ 

T 
ュ 


} 1 3 ' 
> 14 ‘ 


(4—3)6 ノルウー 

\4 —— 3 _J — 

ル- 


ゴ 12 (n) 12 7 r マ-- 


き分け 


〇……予想どおりユーゴ、ル—マ 
11アがノルゥヱーを降 - L て勝ちあ 
がつた。 

ユ 1ゴは タネゼビク を中心とし 
た攻撃力がすばらしいデキで最終 
戦も楽勝かにみえたが、ルーマニ 
了はバル コイアーヌとア^ ―ギイル 
の コンビが がつづけさまに好シュ 
丨卜を決めてばん回、タイムアツ 
ム直前逃げ切りをはかるユ—ゴを 
つかまえ引き分けた。 

両国とも準決勝リーグで東ドイ 
ツとの対戦をさけよぅといぅ思惑 
がからみ、そのためにはこの組の 
〃1位"が必要とあつてすさまじ 
いばかりのぶつかり合いを見せ 
た。 

ノル ウヱ丨 では ェース •フラセ 

ットの活躍が目立っていた。 

東ドイツ、好調なスタ I 卜 


◊ C 組 

ハンガリ 


ノルウ X 東ド 


準決勝リーグ 

-12 月 15 〜 17 日—— 


12(66||21)3オランダ 
ィッ15(7 8 M 5 38オランダ 


ル—マニア、デンマ—ク 
の善戦及ばず 

◊1 組 


ル—マニ 

T 


東ドィッ9 ( n > ーンガリ 

〇……前回(一九六五)の女王ハー 
ンガリー、今回の優勝最有力候補 
東ドイツ、それに地元.オランダの 
揃ったこの組はさすがに各試合と 
も満員のファンを集め熱狂した〇- 

やはりオランダの実力は一歩お 
くれて2試合ともほとんど勝機ら 
しいものはなかった。 

東ドイッ X ハンガリーは壮烈な 
試合となり〃決勝，といってもさ 
しつかえないほどであった。 

東ドイツはホクムス•、ハンガリ 
I はスタービンスキーと当代一流 
のポイントゲッターをようし、と 
もに当然の策戦としてディフェン 
スはこの二人のつぶし合いになっ 
た0 

身長差に優るハンガリーは、前 
半積極的なロング戦法が当った 
が、後半になると東ドイッにその 
単調さをつかれ、思うょうに点を 
加えられなかった。そればかりか 
.東ドイツのじわじわ攻めつける力 
を支え切れなくなり終盤に逆転を 


ス n>r 


ルーマニ 

了 


つたが、後半になるとデイフヱン 
スの差があらわれ東ドイツが優勝 
へ大きく一歩前進した。 

東 ドイツ .2 へ 4—3' r デン マ ー 


1 V 8—4 


)7 


デンマ丨 
ク 


引き分け 

〇…… H キサイトした好試合。特 
に デンマークは 多彩な攻撃に よっ 
て、試合を大いに盛りあげ、試合 
前の予想''^裏切る健斗であった。 

ル—マニアは鉄砲•バルコィア 
1ヌがこの試合でもデンマークの 
. L •二—ルセンを中心とした執よ 
ぅなマークをはずして着々とボイ 
ントをあげた。 

しかしデンマークもべテラン、 
<1.ニールセン(編集部注、この 
選手は12年前の第2回大会から出 
場している)の活躍と GK ダール 
の健斗で11|8とリードを奪い 
ガ番 狂せか" とコ ー トサイドを沸 
かせた。 ル！ マニアは残り10分か 

ら驚くべき粘りをみせ、23分10— 

11とせまった志とバル コイ アーヌ 
が必死の同点シ.ユートを決め、辛 
くも 引き分けにもちこんだ。 


東-ィッ S 57 U 

〇 . 2度目の優勝を狙うルーマ 

ニアに とって 最大の難関、その斗 
志がたえず先行する試合運びに実 


〇……勝負は後半! C かかった。東 
ドイツが 5. — 3 とリー ドを奪った 
時は試合のぺ—スを握るかにみえ 
たが デンマ ー クも 反撃、515に 
追いついた。 

しかし スタミナと 強シユ ーター 
揃いの東ドイツは、デンマ—クが 
わずかな疲れから動きが鈍くなる 
や着々ポイント8—5、9 16 、 
12 17 と開いて押し切った。. 

西ドイツの反専空し 

◊2 組 

ュ—.ゴ An )8 西ドィッ 
〇…：.ユ—ゴはトルティが西ドイ 
ツディ フ H ンスの外側から強烈な 
シユ ートを 射ちこんで あっさり 3 
—〇。西ドイツは奮起していった 
んは 3—3 と タイにしたのだが、 
その後再びユーゴの攻撃をぅけて 
3点差を脊負された。後半西ザイ 
ツは巧く試合を運んで6 —7まで 
追いこんだが、結局は前半の失点 
がひびいて敗れた。 

ifiln)s 西ドィッ 
〇……前半のリードをいかしたハ 
ンガリーが後半も余裕のある試合 
ぶりで制勝した。西ドイツは前日 
同よう、.相手にたえず先行を許し 


...歴代優勝国 . 

①一九五七年チエコ 


② 

③ 

④ 

(注) 


九六ニ ル—マニア 
九六五 ハンガリ— 
九七一 東ドイツ 
九六八年に予定された 


モスクワ 大会は流会。 


たのが敗因。 
ユーゴ12 


f 6—4)6 ハンガ。 
12y 1 


〇……この試合に勝てばハンガリ 
—は2連覇の夢をつなげる。 

その気負いがかえってラフな試 
合運びになってしまい、要所で7 
MT をとられ、ユーゴはそのたび 
に クネゼビクが 確実に決めて優位 
にたった。ハンガリーも前半はど I 
ぅにか互角にもちこんだが、ユ— 6 
ゴは後半トルティらの活躍でハン I 
ガリーの野望をたち切った. 0 


順位決定戦 


西ドイツが5位に 

◊5 〜 6位決定戦(12 月 18 日•ア 

ルンヘルム) 


63 u \ 


西ドイツ13 


2 —— 〇 
2 —— 〇 


テン.マ丨 


〇……予選リーダでの対戦は大接 
戦の末 12111 でデンマーク。 

この試合もまるでその時のつづき 
のょぅにもつれたが、最後はスタ 
ミナの優劣が順位を決めた. 





















せりあいでハンガリ— 

◊3 〜 4位決定戦(12 月 19日 •ア 
ルンヘルム、観衆二千八百) 
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観戦記 


コーチ 

宇津野年一 


るものがあった。ゲ^ムはハンガ 
•リーが先行したが、その後は一進 
一退のゲーム展開が続き、'前半は 
ルーマーーアが6対5とリードした 
後半7対5からハンガリーの卜 
丨スが 7 m を落し、8対5とリー 
ドしたル—マニアの勝利が濃厚で 
あると思われたが、中盤以後に見 
せたハンガリーの急追は8対8か 
ら、スジクのゲットで逆転しその 
まま逃げ切るかに見え.た。しか 
し、時間切れ寸前ルーマニアフル 
コィの強引とも思えたポストから 
の突込みが 7 m を誘い自らこれを 
決めて延長とした。ゲームは2回 
の延長を行なった結果、ハンガリ 
I が3位を得たが、ゲーム後抱き 

あって、 コ—卜 に倒れこんだハン 
ガリー チー ムの感激は終生忘れる 
ことがないであろぅ。またルーマ 
ニアのスースの執念に燃えたプレ 
1も印象深いものであった。 


勝 


戦 


前回優勝のハン ガリー と ルーマ： 
:ァの3 位決定戦は、共に 巨漢選 
手を持ち、 左ききのロング シュー 
夕. ―を持ち、5 *1 の防御フオー 
メーシヨンをとるなど、同型のチ 
丨ムの対戦とあって、攻防でどん- 
な激突が 見られる か、 興味律.々. た 
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ユ—ゴ、善戦実らず惜敗 

6年ぶりに決まる世界女子ナン 
バー•ヮンの座、決勝戦東ドィッ 
X ユ—ゴは 12 月 19 日 T ルンヘルム 
市体育館に三千二百の観衆を集め 
3位決定戦(前掲〕につ.づき行わ 

れた。審判•力—ルソン"オルソ 

ン(スウヱ丨デン) 


観戦記 コーヂ 

宇津野年一 

第2延長の大熱戦を展開した3 
位定戦の興奮が未だ醒め止まない 
中で、優勝戦が行なわれたのは午 
後五時頃であった。ゲームに先立 
って行なわれた国歌吹奏だけとい 
う簡単なセレ•モニ .1 で、国歌を静 
かに唱和する両チーム選手の動じ 
ない堂々たるマナーを.見て、これ 
こそ豊富な体験から滲みでる自信 
であると感じた。同時に戦う前の 
静けさともいうべき緊張感を覚え 
たのである。満身これ闘志といっ 
た感じの東ドィツの面々.、とやや 
精.気なく見えたューゴの面々、戦 
いは既に始っているというのに全 
く好対照の場面であると思った。 
先にューゴとハンガリ—との一戦 


を観戦し、その時の素晴らしかっ 
たユ—ゴの戦い振りが、脳裡から 
離れなかったことから、勝利の分 
がユーゴにあるとすら考えていた 
私には、物静かな、否不元気とさ 
え感じら H たユーゴ選手の表情が 
何か不安に思えたのである。ゲー 

ムはユ I ゴ⑬のミドルシュ 1 F • に 

よる先取点.で展開された。東ドイ 
ツは右サイドに位置する左きき⑧ 
を起点とする口^™リンクオフヱン 
スから、彼女自身が左サイドから 
ゲットし1対1と追いつき、続い 
W 右ききの強シューター⑪と⑧、 
ポイントゲッター右きき⑬の3人 
が、ゴール前で®—⑪—⑬、⑪— 
⑧—⑬と、クロスからのジャンプ 
シュートモーションパスを駆使し 
た豪快なフォメ —ションで、最後 
は⑬が素晴らしいジャンプシュー 
卜を決め2対1とリードを奪っ 
た。このあたり決戦にふさわしい 
力と力の対決であった。本大会で 
は12〜13点が勝者の限度であり、 
得点内容の重要なポイントが 7 m 
の得点であることは、日本のゲー 
ムでは数少ない異った傾向である 
と感じていたが、この 7 m の成否 
の明暗が、5対4で東ドイツのリ 
1ドで前半を終った後半直後に起 
ったのである。後半開始後ユ！ゴ 
が挽回しなければならなかったゲ 
—ム展開が、逆に東ドイツ⑩が放 
ったバックス前からの絶妙な変形 
シュ^~ムが決って6対4と引離 


し、さらに⑬の ロングシユー トで 
7 対 4 となったところで、 7 m を 
得たユ—ゴが、エ I ス⑥伫託した 
起死回生の一投が、惜しくもライ 
ンクロスの 判定で挽回の チャンス 
を逸したことで ある ◦.その上その 
後の東ドイツは、⑪の豪快な ジャ 
ンブシュートが決って 8 対 4 とリ 
I ドするというこの明暗が、優勝 
を決定づけたといっても過言では • 
ないと感じた。 

ユーゴがその後②のミドル、⑩ 
の 7 m 、 ⑥のミドルが決って8树 
7と追いあげたことか.ら考えて 
も.、全く悔やまれる 7 m のライン 
クロスで あり、不用意の一投であ 
ったといえよう。8対4とリード 
し殆んど勝利を掌中にした東ドイ 
ッは、ユーゴの懸命の追い込みに 
も全く動ずることなく、終始チ— 
ム全体が冷静で、全身に漲る闘志 
は、本当に立派なゲームマナーで 
あり、その後も⑬、⑪、⑪とロン 
グの決定打を放ぢ、ユーゴ@の獅. 
子奮迅の活躍も1点で押え、ユー 
ゴの野望を絶ち切り、衆えの勝者 
となったのである。最後にこのゲ" 
丨ムの教訓は、粘りと根性に尽る 
と思う。 

次回はモスクワが有力 

一九七四年(昭 49 )に予定される 
第 5 回世界女子選手権の開催地は 
モスクワ(ソビエト) が有力と伝 
えられる。 
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フランス、西ドイツ 転戦は全勝 

一親二善一 I 試！1合 H 成11続 II 報 


親善試合の成績 

-(第8戦以降}」 


アングレ—ムに大勝 

遠征第8戦はフランスにおける 
第 2 戦として 11 月 19 日アングレ— 
ムで地元の選抜チームと行った。 
日本 30 (111 03)3 17 ムノ It * 

得 〇 〇18 8 3 4 5 〇 〇1〇 一 30 
H 原岡辺野尾毛田尾宅浦原 
时米 佐 
[0小北渡牧寺三島枝三三在 

K P . 

G F 

(注)相手のメンバーは不明 
後半 I 気に逆転 遂ぐ 
遠征第 9 戦は 11 月 21 日。ハリのサ 
ンモール体育館に約千四百の観衆 
日本 15 ( 871 149)13 フランス 
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米. 佐 
CH 小北枝垂渡牧島三三三古 

得〇 012110100000 


を集め、フランスナショルナルと 
の第1戦として行われた。 

会場は日本でもおなじみのステ 
ラ •スポ—ツのホ ームコート〇 
フランスは前半こそノエルの好 
リ^ドとクロスの^技でリ^ドを 
奪ったが、個人技、 チ— ムプ レー 
とも日本が秀れ、しだいにフラン 
スのディフェンスは日本のスピ丨 
ドに崩される場面が目立ちはじめ 
た。.後半は日本が完全に試合のぺ 
丨スを握って逆転、終盤は押しま 
くった。(この項フランススポー 
ツ紙"レ•キプ"から) 


仏ナショナルに連勝 

遠征第10戦はフランスナシ 
ルとの第 2 戦として 11 月 23 日 

本 s ( nv フラ 
得〇 00010510000 

j ルルルネンアスルーンルル 
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のリブリイ•がル*ヵンポールに紛 
八百の観衆を集めて行った。 

17 分まで 3—3 のせりあいだっ 
たが日本はそのあと渡辺、島田ら 
の巧いプレーで加点、しだいにフ 
ランスを引きはなした。 

フランスは第1戦の時よりもデ 
イフ X ンスが悪く、日本の素早い 
攻撃を A いとめるケースが少かっ 
た(この項"レ•キプ〃紙から〕 

西ドイツ第1戦も飾る 

遠征第11戦は西ドイツにおける 
第 1 戦として 11 月 25 日 ハンブルグ 

のアルスタ—ドルフ•ホ丨ルで地 
元の選抜チ—ムと行った。 

日本 963 M 43 V 《む ル 
得〇 oil 21000200 

つ一ートーンーツルヒスング 
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※印はナショナルプレイヤー(以 
下同じ) 

ハンブルグは 西ドイツ 女子界の 
主流。洗れんされた試合運びをみ 
せ、日本は苦戦を強いられた。 
日本チームは。 ハリ から10時間の 


フ 

〇 


列車に J :. る移動のあとな〇'で、い 
ささ か疲れが見え、ハンブルグに 
リードを許したが、すぐに渡辺の 
ダイナミックなシュートで3 1 3 
の タイ. にして前半を終了する。 

後半、 とりつと られつをし、 7 
—7 の同点か ^0良く2 点を とり、 
9 1 7 で辛勝。この試合、 ドイッ 
のナショナル GK 、 - T イヒ ナウア 
の堅陣を 良く 破った渡辺のシュー 
卜力が特に眼についた(ハンブル 
グの地元新聞記事ょり)。 

ミルタ— 西ドイツナショナル 
が勇退 のX丨スとして多彩 
な攻撃を誇ったクリスタ•ミルタ 
1(ハンブルグ•ユニオン s C ) 

がこの試合を最後に第一線から退 
いた。.昭和 43 年 9 月来日"銀髪の 
強打者" として 日本の ファンに も 
印象ぶかいプレイャ—であった。 

渡辺、痛恨の激突、負傷 

遠征第 12 戦は 11 月 26 日デュセル 

日长8ヘ^-83二—ダ丨ラ 

日 一斗 1 V 11 l 5」1 イン 選抜 
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ドルフのフィリップス •ジムに約のは後半。 
七百の観象を集めニーダ-~ラィン りで 5 点を 
選抜軍と 行った。 力を 休ませ 
ラフなゲームであった。両チ ー 楽に試合を 
ムあわせて U 本の- MT が課せら 
れ ともに 内容的には物足りな かっ し':.; 
た。日本は後半相手の疲れに乗じ 遠征第 14 
て 一気に逆転勝ちしたが渡辺が' 7 ■は 11 月 29 日 
ルッラウドのトリッピングとプッ —グ 体育館 
シングに 会い左膝を打撲するアク て 西べ ルリ 
シデントがあった。 日 本1 〇 

後半、豪快に逆転 得0000 

遠征第 13 戦は 11 月 28 日ミンデン ' J y ルチ 

のクレイス•スポ丨ツホ1ルに約 ルゲヘス 


のは後半。スピードのあるゆさぶ 
りで 5 点を連取、終盤は互いに主 
力を休ませたため、日本はさらに 
楽に試合を進めた。 

最終戦も圧倒的な勝ち 

遠征第 14 戦(前哨戦最終試合) 
は 11 月 29 日西べルリンのショネバ 
—グ体育館に約八百の観衆を集め 
て西ベルリン選抜と行った。 . 
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リ」ルチ：ン t シマ ル。へ 


千三百の観衆を集めアイントラハ 
卜選抜軍と行った。 

日 本 16 ( 106 1107)7ラハト選 
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#0 0142120104116 

アイントラハトはキント 姉妹を 
中心とした セット プレ— でポイン 
卜をあげた。日本も積板的に射つ 
てでたが前半はどうしても追いつ 
けず接戦。力の差がはっきりでた 


ベ ョ -k 一 r ッ ユ 

5 - ッュヱーグュテ 
ほハシドデバガ七デシシス。ハ 

■ K p VLT 
k . , F 、 71 M 
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トラィアルゲ—ムの最終戦、張 
り切った日本攻撃陣はスタートか 
らスピードに あふれた攻守で西べ 
ルリンを圧倒、快勝した。 

これで前哨戦の通算成績は14戦 
12勝2敗。「ルーマニアにおける 
2試合はボ—ルテクニック、速さ 
力強さで一歩をゆずったが他の4 
ヶ国では日本の速い動きが.止1_(山 
田監督) ，' 
「日本のおくれている点は防禦法 
(隊型ではなく動き)であり、基 
本を忠実に行う根気のよさ、粘ち 
が必要」(宇津野コーチ) 


「懸念された体格のハンディ、ボ 
丨ルを握る テク ニ ック も ill れるに 
したがい気にならなくなった。日 
本の早い動きは大きな〃武器"で 
あり、 西ドイツの4戦は フォーメ 
丨 ショ ンを j つも 使わず乗り切っ 
た」 (井 コ ーチ) 

渡辺の負傷以外すべてに順調、 
自信をもってのオランダ乗りこ.み 
であったのだが……。 

◊遠征第 1 戦詳報 ( 11 月 3 日•グ 

ロニング=デンマ ーク) 

日本286^)ユンマ— 

得〇 0014101021212 
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M 岡原尾毛田野水辺原尾宅ぅ 
^ 米 佐 1 
CB 北小寺三島牧垂渡古枝三 C 
#0 00220343000 14 

イタリアで紅白試合 

世界選手権後日本チームはィタ 
リア協会の招きで12月24日ロー •マ 
に立ち寄り、同国の指導者、女子 
選手を前に紅白試合を披露した。 

日本、ューゴ、イタリアの国際 
大会が中止となり代りに企画され 
たもの。 


ヨーロツバの審判判定 


親善試合14戦を通して感じたョ 
丨ロッパの判定傾向は次のよぅな 
ものである。 

一、エリア内防禦は即時7 MT 。 

一、シュータ—に対するプッシン 
グ、ホールディンダは文句なく7 
MT 。 シュータ I が振り切ってシ 
ュ—卜 した場合はとらない。(ポ 
スト プレイヤ ー がチャ ー ジ気味に 
押しこんで来る外国選手のプレ— 
に日本はかなり 7 MT をとられ 
た。) 

一、シュート時の日本選手のステ 
•ップはジャンプステップともオー 
バーステップにとられるヶ—スが 
多い。フ X イント時も同じ。 

一、防！！での押し、突きは厳しく 
注意する(日本ではよく手を出す) 
【宇津野】 

12 月 27 日全日本女子•山田計 
に帰国 監督ら18人は12月27 
日午後10時15分着のフランス航空 
機で帰国した。山田監督以外ョー 
ロッパ遠征は全員初めてだったが 
元気な姿で田村会長、福本大崎電 
気監督ら日本協会、 チー ム関係者 
の出迎えをうけた。なお同チーム 
は空港 ロビー で"解団"した。 


本誌では次号にも.「世界 -ic 
子選手権回顧」を特集する予 
定です。 
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26—8 アクイタイヌ 
30— 3 アングレーム 

15— 13 フランス 
13—7 フランス 

〜 以上 フランス〜 

9 — 7 ハンブルグ 
18—13 ニーダーライン 

16— 7 アイントラハト 
18—10 西ベルリン 

〜以上西ドイ ツ〜 


11.17 
11.19 
11. 21 
11.23 


11.25 

11.26 
11. 28 
11. 29 


12.11 •日本 7 —10 西ドイツ 
12. 12 •日本 7—11 デンマーク 
12. 15 △日本 12—12 ノルウェー 
12.17 •日本 11—13 オランダ 

〜以上世界選手権〜 
18 戦 12 勝 5 敗 1 引分 


-全日本女子遠征総成績- 

11.3 〇日本 14—12 デンマーク 
11.5 〇日本 19—10 フンデル GF 
〜以上デン マーク〜 

11.7 〇日本 15—11 ボーレンゲ 

11. 8 ◦日本20—11ストックホルム 

〜以上スウヱーデン〜 

11.10 •日本 14-18 ブカレスト大学 
11. 13 參日本12—18 ルーマニア 

〜以上ルーマニア〜 


本本本本本本本本 

日日日日 日日日日 
0000 0000 


さすがと思わせるものがあった。 

2位以下の各チームに対しては 
十分に対抗できる確信を強めて帰 

つてきた。 

特に2位になったユーゴ—とは 
大会期間中同宿であった関係もあ 
り、五度の練習マッチを行ない、 
互格の戦績を残している。もちろ 
ん本大会と練習ゲームは違ぅでは 
あろぅが、戦術•技術面では決っ 
して劣っているとは思えない。 

また、他の上位 チーム 、ハンガ 
リ 、デン マーク 、ル I マニア、西 

ドィツにも十分対抗できる。特に 
ルー マニアには、公式戦では敗れ 
はしたが、練習マッチでは、13— 
13と引き分けているし、十分に対 
抗できる。 

審判の問題もやや面瞳うことも 
あったが、これは判定基準が女子 


は女子用の笛を吹くという底流が 

ョーロッパにはあるようで、これ 

は決っして、成文化されたり、審 
判講習会で公式に出てくるもので 
はないの，であるが、女子の場合に 
は、粗暴な行為 a あってはならな 
いということで、必要以上に7 M 
T をとっている。特に日本チ I ム 
は体重が軽いため、 エリアに 押し 
こまれる 形で両足防禦を とられる 
ヶ ー スもままあった ◦女子 用の ジ 
ャッ ジングの 問題は日本でも検討 
する必要が出てこよう。 

大会には、かなりの観衆も集り 
女子の六年ぶりの世界選手権とい 
うこと で、関心も高く、将来オリ 
ンピック採用の可能性もあるとい 
うこと で、更に拍車がかけられ、 
熱気溢れたすばらしい大会であっ 
た。 (談•文責編集部〕 


世界女子選手権より帰りて 

〜6年ぶりの欧州遠征•課題と反省、 


山::田 


m 


西ドィッにいる時に、日本がア 
ジア予選で勝った ことをきき、 男 
子がガンバリつかんだチャンスに 
女子も世界選手権で続こうと、選 
手団一同はりきったの•たが、どう 
も期待に答えられず残念であった 
最初に、まず現在の日本の女子 
の達っしている技術•戦術などの 
水準はョーロッパ諸国に決っして 
劣っているものではない。 このよ 
うな意味での、6年間の空白とい 
うものは全く感じられなかった。 

今回の敗因は種々のものが考克 
られ るが、決っして技術的•戦術 
的なものではなく、また各方面か 
らい われて いるよう な長期にわた 
るョーロッ。ハ転戦の疲れが本大会 
で出た という ことでもない。 

強いていうならば、私を除き、 ■ 
他の コーチ、 選手がョーロッパが 
はじめてであり、それからくる種 
々の精神的•，肉体的なキャリア不. 
足というものが大きく影響したこ 
とは否めない事実である。この点 
では、やはり6年間のブランクは 
あつたといわねばなるまい。 

国際経験のない全日本女子チー 
ムを少しでも体験をつませ、その 


(全日本女子監督) 
キャリア不足を補うべく、11月の 
初めに出発し、各地を転戦すると 
いう長期の準備期間をもったこと 
はむしろ プラスの 面が多く、心配 
された本大会での疲労は全くなか 
った。前哨戦は14戦12勝をあげ、 

コーチ•選手とも本大会でやれる 
という確信をもっていたのが、思 
わぬ アクシデントの ため崩れてし 
まった。 

それは、 11 月 26 日のデュッセル 
ドルフの親善試合での渡辺の負* 
である。遠征中、当りに当り、フ 
オーメーシヨンプレー の中心に 考 
え、ルーマニアとの試合でも高い 
評価を受けていた渡辺が負傷した 


あとになって考えると選手達にも 
深刻な影響があったように思え 
る。〃事件〃は試合中、相手のキ 

ャッチミスのボール r スタートし 

た渡辺を後からつきとばし更に足 
にの ると いうラフな反則からおき 
たこと で、ただちに病院に入れた 
が歩行を禁止される状態、一時は 
快方に向ったが、オランダ入りし 
て'からぶりかえし、ついに あきら 
めざるを得なかった。 - 
このような状態で臨んだ世界選 
手権大会では、.従来、垂水、牧 
野、渡辺の三本柱の一本が欠け、 
残る二人が徹底的にマ—クされ 
た。このため、攻撃のリズ A - が全 
く狂い、不本意な試合のまま、力 
を出しきれないで大会をおわって 
しまった。 

大会での各国の技術•戦術面は 
コーチングスタッフで しばしば 話 
しあったが、優勝した東ドイツは 
スケ ールの大きな攻撃力をもち、 
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ヒツ審判ハ 

女授 佐々木吉蔵 朿海大学教授 西山常夫 B 本大学! 



【総論】審判に関する基本的事項•及各種目に共 
通する I 般的事項 

【各論】各スボ—ッ種目の審判法を競技に即して 
具体的に記述 

I 序論 スポ—ッ種目の特性から生ずる審判に関 
する基本的事項©種目特有の審判概論®審判 
の構成と任務®審判のゼスチユァ④審判の服 
装⑤競技時間など 

II 試合前の審判員の任務 試合前に' 審判が心が 
け、準備すべきものを具体的な形で記述。 
m 試合の進行 各競技嵇目の審判法を競技の特性 
をおいながら、プレーとル—ルを関連させて解説. 

IV 試合終了後の審判の任務 試合終了後に審判が 
しなければならない事がらを記述。 

V 付録© 審判員制度の紹介②重要な審判技術 
および知識の理解に役立つよう設問を付し解答を 
与える。 


バレ—ボ1ル/パス ケット ボ—ル/ハンドボ 
丨ル/サッカ—/ラダビ—/野球/ソフトボ 
丨ル/テニス/卓球\バドミントン\アィス 
ホッケ—/陸上競技/水泳(競泳•飛込)/ 
水球/体操/スキー\スケ—卜\柔道/剣道 
\すもぅ/レスリング/ボクシング/弓道/ 
なぎなた 


• スポ—ツの審判技術とルール 
を網羅した 

試合を裁く審判は十分な審判技術を身につけ、 
公平.厳密-的確に試合を進行させなければ 
ならない。本書は24種目のスポ ーツのルール 
と審判の技術を事典形式で解説し、ゲ—ムの 
進行に沿って具体的にジャッジできるょぅ、 
初歩から第一線級の審判技術を網羅した。校 
内競技大会'<7)審判にも十分役に立ち、体育. 
スポ—ツ関慑者のみならず、プ レ—ヤー にも 
必携のハンドプックである。 

菊判•八二四頁•上製 ll 入¥2800 
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GW. ダンケルセン (3 が来日 

4!017 上旬 全日本と 2〜3 試合を 予定 

西ドイツリーグ(ブンデス•リ 


日本協会はオリンピック強化対 
策の一環として、かねてから来日 
を希望していた昨シ！ズンの西ド 
イツ^.ヤンピオン「グルン•ワイ 
ス ( GW ) •ダンケルセン」クラブ 
を4月上旬招き、新編成のオリン 
ピック候補チームと2〜3試合行 
ぅことを内定、日程など具体的な 
折しよぅをはじめた。 

同クラブは、3月末から極東旅 
行の途次日本に立ち寄るものだが 
昨春来日した|>壬1.グンメルス 
バッハが世界的アタツカーのシュ 
ミットのワンマンチームといつた 


感じに比べて GW •ダンケルセン 
はムンクを中心に洗れんされたチ 
I ムプレーが身上、日本チ I ムへ 
与える影響も大きなものがあろぅ 

西ドイツタイトルを獲得したの 
は昨季が初めてだが、西ドイツリ 
1グではつねに優勝候補にあげら 
れており、11人制のョーロツパヵ 
ツプで優勝したこともある。 

. M お、今シ—ズンのヨーロツパ 
カップでは2回戦で強豪マイ•モ 
スクワ(ソビヱト)に 12—11 、 13 
—11で連敗、ベスト H イト進出を 
阻まれている。 


ガ)に登録されている同クラブの 
メンバーは次のとおりである。 

▽コ1チ F •スパンヌ1ス▽選 
手パーラック、ブ—ルメスター 
ブック、ドロッグメイヤ ー、 ジ X 
スキング、ホルストキヨ ーター、 
力丨シ ヱ ル、クラマー、クロケル 
ルッヂ、メイヤ 1、 ムンク、，プ^ 

ク、レ—ゼ、シヨ1ラ1、スルク 
ヴヱング 

スタデイオンも来日希望 

今シ ー ズンデンマ ー クリ ー グの 
トップを走る名門スタディオン • 
IF クラブは 5 月中旬来日し 5 〜 
6試合を行いたいといぅ希望を寄 
せてきた。日本協会では受けいれ 
について近く協議する。またユー 
ゴ女子ナショナル、ハンブルグ女 
子選抜西ドィッも日本遠征の意向 
を明きらかにしている。 

キ—ル 日本協会は昨年12月の 

は断念月例常務理事会で2月 
に来日を希望していた TH W •キ 
—ルクラブ(西ドイツ、男)はこ 
とわることになり、 7 月来日を打 
診してきたパリ大学男女(フラン 
ス)については全日*学連の意向 
によって態度を決める。 


日本審判員の起用は 

望みぅす…オリンピック 
日本協会ではかねてから日本人 
審判員のオリンピノック、世界選手 
権など国際舞ムロにおける登用を国 
際ハンドボール連盟に対し要望し 
ていたが、アジア予選のため来日 
したホルル技術委員長は日本協会 
•荒川理事長との会談席上 「IH 
F としても各大陸と多くの国から 
優秀なレフエリーを集めたいと考 
えており日本も例外ではない。た 
だ我々は日本の審判員の〃実力" 
を知らないし、ミュンヘン•オリ 
ンピックのレフエリーは各大陸予 
選を担当しだペアを主体に選ぶこ 
とが望ましいと考えている」と述 
ベた。 

オリンピックのレフエリーは未 
決定な よぅ だが、4大陸予選のた 
めのレフエリーはすでに 16 ペアが 
発表されており日本の割りこみは 
難しい感じである。この 16 ペアの 
なかにはィスラエルの E •ブラン 
ドヴアィン 、 A •ジンガー組も含 
まれている。 

なお、ホルル氏の意向で、11月 
25日国際審判員資格をもつ7氏が 
駒沢屋内球技場でモデルゲームの 
レフエリー をつとめてみせた。 

"大陸別理事" を 

IHF に提案 

国際ハンドボール連盟 ( IHF ) 
関係担当の日本協会•渡辺副会長 


は 1 月 14 日の月例常務理事会て 
「IHF に対し大陸別の理事を役 
員構成の中にもりこむよぅ提案す 
るつもりだ」と述べた。 

IH F 理事(定員7名〕の選出 
は2年に1度開かれる総会席上各 
国の互選で行かれているが•ョーロ 
ッ。ハ偏向の色が濃く現理事もモハ 
メッド•ファダリ氏(アラブ連合) 
以外はいずれもョーロッパ諸国の 

出身。 

渡辺副会長は「大陸別の代表は 
アジア、アメリカ大陸への普反の 
ためにも必要であり、今夏の総会 
で決議にまで持ちてみたい」.とし 
ている。 

オリンピック基金増額か 

田村日本協会々長は47年度予算 
編成にあたっ.て従来の一括収支を 
一般会計•機関誌会計.ォリンピ 
ック対策会計•特別会計の4部に 
分ける意向を明きらかにした。 

また35年度に実施以来一律百円 

(チーム単位)の「オリンピック基 
金」の増額(詳細未定)を全国会議 
(理事会、評議員会〕に企る予定。 

五輪派遣費の政府原案 

日本体協に対する昭和47年度の 
国庫補助金の政府原案が1月12日 
決まった。それによると決定額は 
二億四千九百六十九万七千円(前 
年比約四千九百万円増)。注目の 
ミュンヘンオリンピック派遣費は 
約二百八十人分に相当する七千万 
円が，認められた。 


1月25日からアメリカ 地域予選 

.ミュンヘンオリンピック大陸予選の二番手として、アメリカ地域予 
選が1月25日から30日までヮシントンで開かれる。 

參加国はアメリカ、カナダ、メキシコ、アルゼンチンの4ケ国、リ 
—グ戦で一つの代表権を争ぅ。 

昨年の世界選手権(パリ)予選ではカナダがアメリカを破りながら 
経済的な理由で辞退、アメリカの出場となっている。 

今回も両国の優位は動かないよぅで一九七六年のモントリオールオ 
リンピックを控えたカナダ、意欲的な強化活動をつづけているアメリ 
力の対戦は興味深い。メキシコ、アルゼンチンはこれまでほとんど国 
際的な実績がない。'參加が予想されたブラジルは欠場。なおヨーロッ 
。ハ予選は3月 15 日からスペィンで、アフリカ予選は3月25日からチュ 
ニジアで開かれる予定。 
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指導者養成など 
底辺活動を協議 

〜普及部全国委員会開く〜 


女性の美しさを創る…づ”。 

-J ヂ。 s »- 

JCZJ3 5 33l-A：aK 

JKSCjTT 


生活を彩る 



OY3-iliO 


岐阜 • 羽島 


日本協会普及部会は 12 月 4 日東 
京で渡辺(愛)部長(常務理事) 
をはじめ12委員(大西、小野、宮 
本、八重樫、加藤、中根、狩野、 
高木、荒木、三浦、斉藤、泉)が 
出席して開かれた。 

オリンピック 出場権獲得後、斯 
界の最重点課題は普及部にょる底 
辺対策にあるとあって活発な議論 
がつづいた。特に指導者の養成テ 
キストブックの 作成などについて 
早急に具体化を望む声は圧倒的で 
「中学校体育指導要領」に再採用 
されながら指導の手引きとなるデ 
1夕や サンプルが整えられていな 
いこと なども指摘された。 

これらの 点についてはすでに草 
稿のできあがって いる「テキスト 
ブック」、試作品が完成した「ス 
ライド」などを早い機会に一般に 


流布し、指導者講習会も日本協会 
を通じて行政機関とタイアップ、 
企画することに決めた。 

このほか国体の種別出場チーム 
数おょび地域別割りあて数の再検 
討、ミーー•ハンドボール(幼少年 
向きハンドボール)の研究、教育 
系大学大会の開催、資料部門-研 
究部門の設置などの提案が行われ 
日本協会の意向を質すことになつ 
た0 

〃中学問題検討委"が発足 

日本協会では中学校対策を検討 
するための特別委員会を編成、こ 
のほど委員長に荒川理事長を決め 
たほか、4，名の常任委員を発表し 
た。問題の進展にともない他の委 
員や中体連関係者を加えていく意 
向である。同委の第1回会合は12 
月 18 日東京で開かれ注目の「全日 
本中学校選手権(仮称)」の開催を 
宿泊費(全額)日本協会負担の線 
で打ち出した (3 頁参照) 
▽委員長荒川清美▽常任委員 
渡辺慶寿、入江暢一、嶋田新太郞 
栗脇嶷(以上日本協会常務理事) 

北海道(室蘭)で女子実業団 

インタ—•ハイは東根市 

日本協会は 12.1月の月例常務 
理事会で47年度の全国大会日程に 
っぃて協議、内定した。 NHK 杯 
の大阪開催と全日本中学(仮称). 
の新設が注目されよう。 


昭和 47 年度全国大会日程案 


▽第 4 回全日本自衛隊選手権 5 
月 19 〜 21 日(東京駒沢) 

▽昭和47年度全国実業団トーナメ 
ント 6 月 18 〜 21 日(岐阜： =予定) 
▽第19回 NHK 杯全日本選抜大会 
6 月 23 〜 25日(大阪市中央体育館) 
V 第14回全日本実業団選手権(女 
子) 7 月 18 〜 22日(室藺市) 

▽第 23 回全日本高校選手権 8 月 
1〜7日(山形県東根市〕 

▽第1回全日本中学校選手権=仮 
称8月(愛知県下) 

▽第 15 回全日本教職員選手権 8 
月 16 〜 19 日(千葉県佐原市) 

▽第 21 回(女子第4回)全日本学 
生選抜東西対抗戦 9 月 15 日(名 
古屋=予定) - 
▽第14回全日本■実業団選手権(男 
子〕 9月27〜10月1日 (名古屋： = 
予定〕 

▽第 27 回国民体育大会ハンドボー 
ル競技. 10月22〜27日 (鹿児島県 
隼人町) 

▽第 15 回(女子第 8 回)全日本学 
生選手権11月(大阪) 

▽第24回全日本総合選手権12月 
5〜10日(東京) 

男子学生、社会人が来日か 

新年度の日韓親善試合 

日本協会は12月の月例常務理事 
会で47年度の日韓交流について加 


盟団体の希望を聞き原則的に承認 
、した。学生女子については未定。 
〇… 47 一^日韓交流案…〇 
▽第 2 回女子実業団交流 5 月中 
〜下旬日本側遠征 
▽第6回日韓学生交流6月また 
は 7 月韓国侧来日 
▽第 7 回日韓高校交流(第 5 回日 
韓高校交歓競技会〕=日本体協に 
問合せ中。 

▽第2回日韓男子社.会人交流韓 
国側来日。 • 

か a /4男子1推せん 

〜日本スポーツ賞候補〜 

読売新聞社制定の日本スポーッ 
新聞社制定の日本スポ I ッ賞部門 
賞として日本協会はオリンピック 
アジア 予選に快勝の全日本男子 チ 
1 ム(村田弘監督ら 18 人)を推せ 
んした。 

村山岡山協村山寛•岡山県協 
会長が受賞会長(日本協会評 
議員、 64 才)は昨秋、スポーツ界 
への功績で藍緩褒賞を授与された 

12月11日に全国理事会- 

日本協会は定例の全国評議 
員 会を2 月 12 日 午後1時から 
全国理事会を2 月 11 日 午後1 
時からいずれも東京•岸記会 
体育会館で開く ことを 決めた。 
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-歴代 チャン ピオン チー ム- 



男子 

女子 

昭12 

大塚ク 


昭13 

日体専 


昭15 

日体 

倉敷髙女 

昭17 

日体俱 

倉藪高女 

〜 

以上戦前の全日本選手権〜 

①昭24 

日体桜 

爱知ク 

(D 昭25 

スワロー松 

全山梨 

③昭26 

東京スワロー 

芙蓉ク 

④昭27 

セントポール 

(中止） 

⑤昭28 

全日体大 

全静岡城北高 

⑧昭29 

全日体大 

全静岡城北高 

⑦昭30 

西日本日体0 B 

水海道二高 

® 昭31 

全日体大 

半田高 

@昭32 

全日体大 

愛知紡 

⑩昭33 

-全日沬大 

爱知枋 

⑫昭34 

芝浦工大 

愛知紡 

綱35 

芝浦工大 

愛知紡 

⑬昭36 

芝浦工大 

愛知紡 

⑭昭37 

大崎電気 

愛知紡 

⑮昭38 

立教大 

大洋デパート 

⑯昭39 

大崎電気 

大崎電気 

⑮昭40 

大崎電気 

大洋デパート 



⑳昭43全立教 大洋デパート 

@昭44全立教 大痒デパート 

㉒ 昭45大崎電気 大洋デパート 

㉘ 昭46大崎電気 日本ビクター 


日(学体推 / YT V 轉 
- 神奈川) 


東京) 

芝浦工大 


22 (- 166 | 


16 


東京教員 


(東京) 


C 学推 ■ 

東5 : 

▽同2回戦 

日体大 19 A 811 M 8 8 } 16 芝浦 H 大 

〇……学生勢がまとまりのよさで 
2回戦へ進んだ。日体大はややも 
たつき気味だったが、後半はシャ 
—プな切りこみと松原の好シュー 
卜でセントラルを 制した。 

芝工大 X 東京教員は東京の個人 
技を中心とした粘りに前半はせり 
あったが次第にスピード差があら 
われた。芝工大は後半5分10—8 
のあと5分間に連続5ゴールをあ 
げて大勢を決め、終盤は大江、新 
実が交互にポィントして快勝し 
た。 (荒川) 
〇……日体 X 芝工大。学生同士ら 


全日本総第23回全日本総合選 
合開会式手権の開会式は出場 
チーム代表者会議を兼ねる新しい 
試みが採られ12 月 14 日 午后5時30 
分から東京_岸記念会館(体協) 
大会議室で行われた。田村日本協 
会々長、外山東京協会副会長らの 
挨拶、前年度優勝チームからの優 
勝旗返還などがあった。 

,—/\/\/\/\/ \/\/\/\/\/\/\/\/\/\/\/\/\/\/ 

しい気合の入ったいい試合だった 
最初のリ ー ドは日体が3分松岡 
のミドル、4分高橋の速攻で奪っ 
たが芝工大も5分明石のミドル 
9、10分に鮮やかな速攻から木 
全、大江が決め逆転、12分日体が 
松原で4 —4 と追いついたあとは 
一進一退となった。 

しかし20分をすぎる頃から日体 
が層の厚みをみせて松岡の好シュ 
—卜などで再びリ—ドを奪い返し 
た。 


大崎電気、激斗のすえ優勝 C " 度目) 

〜全日本総合選手権•東京〜 

女子は日本ビクタ—に初の栄冠 

今年度のナショナル.チャンピオンチームを決める第 23 回全日本総合選手権は 12 月 14 日の開会式につ 
づき 15 日から 19 日までの 5 日間東京千駄ヶ谷の東京体育館(第 1 日のみ駒沢屋内球技場併用)に全国 
のトップクラス男子 16 、女子 12 チームが参加して開かれた。 

男子はオリンピック出場権獲得直後とあってかってない盛りあがりをみせ、久々に所属チームに戻 
ったナショナルプレィヤーの個人技も冴えて充実した試合がつづいた。 4 強による決勝リーグは予想 
ど-おり激しい星のつぶしあいとなったが、結局大崎電気(日本協会推せん.埼玉)が2年連続6度目 
の優勝を飾った0 

女子は、主力を世界選手権に送りこんでいたため迫力に欠けたが、若手の有望選手が期待どおりの 
活躍を示し初優勝を狙ぅ日本ビクタ— (全日本実連推せん.茨城)—プラザーエ業(同•愛知)の争 
いから日本ビクタ I が宿願の全日本タイトルを手 1 C した。 

なおこの大会が東京で開かれたのは第 4 回(駒沢)以来 19 年ぶり 3 度目。 7 人制〜室内〜では初、 
また予選トーナメント.決勝リ—グ制の採用は男子では初めて。 


ベスト4に実業団3チ—ム 


男子予選卜丨 ナメン • 


▽ A 組1回戦 
ワクナガ 


1 nv 

JI3;"(n)u 


大阪ィー 

グルス 

c 教推 • 
大阪〕 
自衛隊勝 
田(自推 
•茨城) 


大 


東京)- 
▽同2回戦 

ワク ナガ 4へ 816 ノ1 
薬品 lriYk 

〇 . へき頭を飾るワクナガ x イ 

—グルスはたがいに手の内を知り 
あった同士。イーグルスがべテラ 


ン揃いらしい巧みなかけ引きでヮ 
クナガを苦しめた。 

ヮクナガは 3 —3 から前半 13 分 
14 分 (7 M T ) 早川の連続ゴール 
でリード、さらに17 分戸田がおし 
こんで 優位に立った。 ィー グルス 
にとって 3 点差は そぅ 重荷になら 
ぬハズだったが、後半開始早々2 
点を失い 5 110 とされたのが響い 
た。中大 X 自衛隊は前半な，かばか 
ら中大のぺースとなり I 方的。 

〇 . ワクナガ x 中大はワクナガ 

が市原の活躍などで出足よく滑り 


出したが、中大も若さにあふれた 
直線攻撃で応しゆう好試合となっ 
た。特に後半 5 分 6—10 からみせ 
た中犬の反撃は鮮やかで 7 分佐藤 
要の 7 M - T を口火に 9 分佐藤光、 
11 分田中、 16 分佐藤要とアッとい 
う間に追いついた。 

〇……波にのった中大がここでさ 
らに一押しすればいっそうもつれ 
たのだろうが、 ヮク ナガは木野を 
中心に立ち直り、17分市原、19分 
森で優位をキープ、23分にも早川 
が ゲットして 粘る中大をね じ 伏せ 
た。 (杉山) 
VB 組1回戦 
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〇……後半、日体は佐藤富のゲッ 
卜などで 11 分 15 |9と安全圏に入 
ったかにみえたが、芝工大も粘り 
16 分には 13 —15と追いあげ24分 ic 
は15—16、がぜんヱキサィトし 
た。日体は 26 分松岡、芝工大は 28 
分新実がゲットして残り2分に勝 
負がかけられたが日体は巧く芝エ 
大の焦りを誘って チャンスを つか 
み29分松岡、29分40秒高橋精がゴ 
—ルを決め辛くも逃げ切った。1 
点のとりあいに スリリングなシー 
ンが連続したが粗暴なディ フヱン 
スが目立ったのは反省して欲し 
ぃ0 (大塚) 

大同、大崎電気に屈す 

▽ C 組1回戦 

大崎電気、。！ X j ^ 治 

lififvilf 本 

大同製銅 5— 大阪体大 
(実推 . slel — g 4)13(学推. 
愛知) r 9、大阪) 

▽同2回戦 

大崎電気 19^11816 8}14大同製銅 

得〇 03317000 14 
m 川谷田中藤井原沢松 ? 

[ A 柳 > rF 野藤加中 栃小小 C 
K ,岡前 ノ 1 T 


K P へ ，！ tun . 岡前) 
G Fl^i 佐野 j 

:;里藤森田 口野藤田 
W 東 林 
レ下近近飯谷旗佐沢 


-回鐵の2試合ねとも. r . 前推•兵庫). 


半15分で勝負のメドがついてしま 
った。善戦が期待された大阪体大 
は中村を軸に速い攻撃を仕掛けた 
が大同の多彩な攻めにゆさぶられ 
た。桜丘会も精いっぱいの健斗、 
GK 杉山の堅守がなければさらに 
点差は開いただろぅ。 (奥村) 
〇……優勝争いと もいえる 大崎 x 
大同はさすがに見応えがあった。 

序盤は大同が押しまくった。 3 
分野田のサイドからの切り込みで 
先制、中井、藤中のヵットイン、 
口' ノグ など攻めわけて 23 分 8 —4 
とリードを奪い主導権を握るかに 
みえた。 

ところが大崎は24分から近森、 
飯田にボールを集め一気の反撃を 
狙った積極策が成功、両 H 丨スも 
期待に応えて好シュ—卜をとばし 
タイム アップ 寸前 818 に追いつ 
ぃた。 

〇 . 後半に入るとぺースは完全 

に大崎の もの。 919から大崎は 
。ハス攻撃で大同のディフェンスを 
崩し、近森の好リードから谷口、 
飯田らが矢次早にゲットして12分 
には14—9と開いた。大同は中井 
藤中の射つコースをマークされて 
わずかに 7 MT でゴールをあげる 
だけ、大崎の多彩さに一歩をゆず 
って、前半の先制空しく敗退し 
た。 (千野) 
VD 組1回戦 

スヮ n 丨、8|8\ 法政大 
兵庫(教 18 C 08 I 7 8}15(学推. 
隹_连奪一 f S3 


三 t AOK 栃 
一べ 良隹 -J 311—88 •木(東 日 
2 ^ 12 — sjl 本社会人 

i 牙 J #■ 本) 

▽同2回戦 

111 mslv 口— 

〇……予想どおりスヮロー x 法大 
が白熱した。たがいに早い攻撃が 
身上、めまぐるしく攻防が入れか 
わり前半は決定的な場面もなく4 

回の タィス コア。後半 スヮ ロー は 
立ちあがり井上が連続3ゴールし 
て5分 11 |9としたのが結果的に 
は勝利につながる〃殊勲打〃とな 
った。この点差が法大へ重くのし. 
かかり1点差に追いこむのがやつ 
と23分 13115 から田上、小林で15 
—15 にしたものの疲れがのぞき1 
分後あっさり北山に 16 点目を奪わ 


れた。その後の好機も拙攻か&逃 
し、28分、29分ベテラン揃いのス 
ヮロ ーにダメを押されてしまった 

三景父厶〇仄は三景ぺ—スで運 
んだが AOK もょく食い下った。 
三景は後半開始と同時にス。ハート 
10分までに7ゴールをマ—クして 
18—8 と放し終盤を楽なものにし 
た0 (杉山〕 
〇……実力伯仲の三景 x スヮロー 
は三景のリ I ドで始ったがスヮロ. 
I も畑らの攻擊で盛り返しもつれ 
た。 

後半も1点を競ぅシーソ I ゲー 
ムをくりひろげたが20分11—11か 
ら三景は植田、内藤、高梨、上平 
と速攻をたたみかけ勝利を手中 fc 
した。 (岡前) 


ワクナガ、日 体•大畸 と分ける 


男子決勝リーグ 


1 口 1 ナガ <1 I 53 8 日. 体大 
弓き分け 

得〇 0012 -01220 8 
5:誠海精原雄下富井原岡 フ 
3#橋.撟藤藤 1 
[ H 高氷高松佐岩佐喜浅松 C 




H 井原野川橋田井井 ) 
ク森 1 

[ V 今.市木早髙戸松藤 C 

得〇 22103000 8 

〇……最近にない好試合だった。 
木野、早川らのコンビネ—シヨン 


のぅまさで押すヮクナガに対し、 
日体大は徹底的に走りまくり馬力 
で対抗した。前半はヮクナガが冷 
静なプ レー で先手を とり、 半ばす 
ぎまで 3—0 とした。しかし日体 
大も終盤で追いあげて3—3。 

後半も取りつ取られつのせり合 
いを続け、15分から25分まで 7 — 
7と全くの互角に試合は進んだ。 

そして 26 分、日体大はセットか 
ら高橋—浅原と渡るみごとなスヵ 
ィプ レーで ポィント、 この試合初 
めてリ r ドを奪い、そのまま逃げ 
切るかに見えた。 
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#o QOIOQ 14100 7 
w 誠海精原雄下富岡原田井 ) 

[0高氷高松佐岩佐松浅藤喜 C 

K P へ霧.佐野ン M 
G Fa 岡 I17M 

幻里森藤田野藤口田 ) 
^ 東.林 〇 
D 下近近飯旗佐谷沢 C 
0〇 40231100011 

日体大もゴール前の クロス •プ 
レ I から松岡が切り込んで得点す 
るなど善戦したが、結局、最後は 
ディフヱンスの差が勝敗を決め 
た。 (読売新聞戦評から) 

三景、前半タイの善戦 

和おナガ^ MV 三景 

得 〇 001315000010 
«] 牧井田井梨藤田原平崎村 ) 

[ H 西大植武高内喜山上池竹 C 


:(審_ 


?] 井本田橋川野原井井中} 
W 森 菅 3 
[9今国戸高早木市松藤田 C 
#o 02615' 51000020 

〇 . 三景が最初からスパートし 

たので 前半は見応えが あった。 5 
分 あっさり ワクナガは 411 とリ 
.1 ドした が三景は喜田が P 、 7、 
9分にポィントして同点に追いっ 
き、 さ- •& に高梨が13、16分に たく 

みにワクナガディフヱンスをかわ 
し6 —4 と逆転した。 

，ワクナガは相手の早い動きにと 
まどったのか約 1.4 分間ノ ーゴー 
ル、19分早川がやっと5点目をマ 


得〇 Glol 50110 9 
W 牧原田梨藤田井平崎村 ) 

[ H 西山喜高内植武 上池竹 C 

^ 保審 • 類 f)7MT 

_里下藤森 田 藤野口田 ) 

[ A 下岩近近飯佐旗谷沢 C 
得〇 023442011219 

れてシュ—卜が上ずっていた。 

後半、大崎は若手を送りだすゆ 

とりをみせるほどで楽勝だった。 

f (大橋) 

大崎、日体大をかわす 


大崎電気11{74^ 


7日体大 


〇……守り.の大崎、速攻の日体大 
と全く違ったタイプだったが、全 
日本選手4人をそろえた大崎が実 
j 力どおり日体大を押 
|し切った。 

守| 前半は両チームと 
好 j も攻搫にいま一歩の 
細|スピ I ドがなく、相 
下|手のディフヱンスを 

K i 切り崩せず4—4の 
G . I 互角。 

摘| しかし、後半に人. 

一ると大崎は近森、飯 
髓 j 田、東のトリオが確 
-一一 j 実にチャンスを活か 
崎 j してシュートを決め 
大 117分までに6点をた 
!たき出して10—4と 
|リ—ドした。 


だが、さすがに ワク ナガはしぶ 
とい。その直後、日体大のチャー 
ジングの反則を生かして速攻をか 
け28分50秒高橋がゲットして引き 
分けた。 ワク ナガがやや有利の予 
想だったが、日体大は走りまくっ 
てワクナガの変化の ある 動きを消 
極的にしたのがよかった。 

(共同通信戦評から) 

大崎電気、三景に楽勝 

大崎電気19^910[|63}9三景 

〇……個人技、チ—ム総合力とも 
に大崎が上廻りテンポの早い攻撃 
で三景デイフェンスを崩した。三 
景も好選手を揃えているが鋭さに 
欠け、時おりつかむチヤンスも大 
崎の巧みなデイフヱンスに封じら 


I クしたが、すぐ内藤に取り返さ 
れる拙い運びだった。三景はその 
後も順調に加点、 28 分 816 。ワ 
クナガは最後の1分間に早川、木 
野が強引にゲット、ともかくタイ 
とした。 

後半は地力の差がでた。ワクナ 
ガは2.分木野、4分戸田のゴール 
でぺースをと.り戻し、粘る三景か 
ら15分以降連続 S ゴール、突き放 
した。三景の試合ぶりはすがすが 
しい印象を残した。 (杉山〕 

日体大、 3 位を確保 

日体大 19 f 109 ll 5 49三景 

得〇 00111320010 9 
S ] 健井原田平藤梨田井村崎晃ぅ 
nfl 牧 牧1 
[= 西大山喜上内高植武竹池西 t 

， ¥1_)7 mt 

«村誠精雄富原海岡原井田下} 
保橋橋藤藤 1 
[ B 野高高佐佐松氷松浅喜藤岩ぐ 
得〇 0700503201119 

〇……先制点は三.景が2分喜田で、 
あげたが、日体は6分松原がすぐ 
は•ね返しそのあと連続6ゴ—ルへ 
17分 7—1 とした。日体大 のスピ 
丨ドのある攻撃はその後もおとろ 
えず、氷海、松岡らを軸とした多 
彩な攻撃をみせ、三景ディフ X ン 
スは〃統一，を欠いてキズロを拡 
げる一方だった。 (大橋) 

超一流の試合内容 
大崎電気6 06 — 1 5 6!^ナガ 
引き分け 
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…下里,阻止の内容… 

前半6分（早川） 
後半5分（藤井） 
後半17分（高橋） 
後半18分（木野） 


ハンドポール 

愛好者 
募集中// 


昭和38年チーム結成 
全日本実業団大会7回 
連挤出場 



荷役運搬機器の綜合メーカー 


I 主要製品 


テ-™ 

/産業株式会社 

本社 • エ壤名古屋市千紐区盟年町3 — 37 馄話 (741) 4121代表 
東京営業所來识邡世田谷区祖師谷2 —1025 霜話(482) 3589 


緊迫した大試合 
の雰囲気のなかで 
沈着に 7 MT 5 本 
のうち4本をスト 
ップした心•技は 
驚異的である。 
•このほか後半だ 


0 . 両チームが手を変 X .品を変 

え攻め守る熱気はスタンドの興奮 
をよんだ。ハンドボ—ルの新しい 
醒醐味の発見でもあった。 

さらにこの試合を盛りあげたの 
は大崎 GK 下里の快技だ。 


が押し気味。10分木野が老巧なプ 
レーで 7 MT を誘い高橋が決めて 
616 、この時はまさかこの 1 点 
が後半唯一のゴールになるとは思 
わなかった。 

同点になったあとの20分間は史 
上に記憶されるべき迫力のある展 
開となった。大崎•近森、飯田ら 
の強シュートはワクナガ FP と G 
K 今井の好デイフニンスにはじき 
返-され、一方ワクナガのセットプ 
レーは大崎の厚いシフトにシュー 
トチャンスを容易に与えない。 


けで11本の強シュ—卜をさばいて 
いる。下里の活躍がなければ大畸 
に栄冠は輝やかなかったろぅ。 

〇 . 終盤5分間、コートもスタ 

ンドもいっそぅエキサィト。この 
短い時間にヮクナガが4本、大崎 
1本のシュ ートを 放っているがい 
ずれも実らず、雌雄決せぬまま引 
き分けとなった。両チ— - A の健斗 
は久々に充実感にあふれた試合を 
たんのうさせてくれた。 

(杉山〕 


も 10 分間に 7 M T で 3 点を奪われ 
たのが響いた。ビクターは蓮見姉 
が攻防両面で好リード、特に後半 
はスピード豊かな鮮やかな試合ぶ 
りをみせた。 (杉山) 
▽ B 組1回戦 

東京重機 へ5 15 ノ _ 大 
(実推 • 9 (45135)8 (:#'«- 
東京〕 V 4 3 y 


東京) 

鹿児島ク 
(鹿児島) 


田村紡 8|« 

(実推 _15(78—パ 
三重) ' 

，▽同2回戦 

田村紡161151123}5東京重機 

0..….東京重機 X 東京教大は教大 
の粘りでこの日いちばんの好内容 
となった。立ちあがり重機は得意 
の組織攻撃で310。教大はくじ 
けずセットから着実に シュ ー トを 
決め 15 分3 —3 、 17 分には韮沢が 
決めて5—4とリードを奪った。 


山陽女 高、 東女体大破る 


女子予選卜—ナメン. 


A 組1回戦 
大崎電気 -6 i 
_• f 
I も A“u 丫 

推•茨城) 2 2/ 


日体大 
(学推 • 
東 s : 

美和ク 

(東京) 


▽同2回戦 

tl ビク An )6 大—気 

〇 . 大崎、ビクターともにてこ 

ずっての2回戦進出だった。 

大崎は気力にあふれた日体の速 
攻に 11 分 3 —5 と劣勢、しかしそ 
のあと新島の巧技で盛り返し後半 
開始直後には佐藤が活躍、逃げこ 
んだ。日体はいったん優位に立つ 
たあとかえって粘りが欠けた。 


ビ クタ— は危かった。美和クが 
練習不足を個人技と試合かけひき 
でヵパーしたのは賢明、若いビク 
夕—は追いついてははなされ後半 
2分には 4—6 となった。しかし 
いかに巧者揃いとはいえスタミナ 
の差はかくせずビ クタ— は13分6 
—6 に追いついたあと20分江川が 
初めてリ—ド点をあげ、23分大塚 
のゲットで辛くも勝ちを決めた。 

(清水) 

〇……ピクタ — X 大崎は 7 MT の 
射ち合いに終始した。合わせて12 
本の 7 MT (ぅち ビ クター 7大崎 
2成功)といぅのは国内では珍し 
い記録。大崎は佐藤®シュートで 
巧くすべり出しながら7 MT で追 
いつかれ、反撃の期待された後半 


#o 110 0310 

d 井原野川橋田井 
ク 廉 

[ V 今市木早高戸藤 

: s 里森田野口藤 
«東林 
近飯旗谷佐 
1102002 

〇……すさまじい試合であった。 
実力伯仲とはまさにこのことをい 
うのだろう。 

前半なかばまでは相手の動きを 
さぐりあうという 戦況。当然のこ 
とながら大崎は木野を、ワクナガ 
は近森の動きを食いとめにかか 
る。15 分2 —2 からワク ナガが17 
分高橋、 18 分 10 秒市原と先行、大 
崎も 18 分 45 秒東が返して 3 —4 、 
しかし ワクナガは22分高橋の巧技 
で また 2点差をつけ突き放すキッ 
ヵケをつかむかにみえた。 

〇……大崎のよさが発揮されたの 
はこのあとである。23分30秒近森 
が強引に割り こんで 4 —5 とした 
あど、 ワク ナガデイ フ X ンスの注 
意を左側の近森 I 飯田ラインに引 
きつけておいて東を基点とした右 
サイドからの攻撃を仕掛けた。27 
分と29分30秒みごとに右ゥイング 
林が期待に応えてシユートを決め 
逆転、ベ-テランの好リードが若い 
力を巧く活かした場面であり結果 
的には林のプレ—が大崎に優勝を 
もたらす一因にもなった。 

〇……後半ははじめからワクナガ 



"村； 


〇 

C 

T 

M 

7 

? 

〇 

C 

6 
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強カナイロン糸卷構造 

JKIlMm @ HAND BALL 

完全球形に対する強靱さ、バウンドの正確さ、そしてダイナミックな弾 


性と抜群の耐久性、このミカサの“完璧なボール,,が生産量、輸出量とも 
に日本一、また世界屈指のビッグメーカーにしました。 


日本^、ンドボール協会検定球 

<^?>明星 IT △工業株式会社 

広島•東京•大阪•福岡•名古屋•札幌 


〜6分速攻で -2 —0とリードした 
が東女体大も nl リングオアヱン， 
スから川井のシュートカを活かす 
策戦で一気に5ゴール、一日の長 
を思わせた。ところが後半に入る 
や山陽は スピード 豊かな攻撃で4 
分たらずの間に町田、村上、折口、 
村岡由がたてつづけにゴールして 
逆転、さらに攻聲の手をゆるめ 
ず、村上の3得点、村岡由、蛸瀨 
らで 加点した。東女体大の甘い シ 
ュートからの逆速攻、セットから 
の a ングなど高校ばなれした攻撃 


ぶりと、 東女体大を後半4本のシ 
ユ—卜におさえこんだ守備力は鮮 
やかだった。 (大塚) 
〇……山陽女髙が実業団に挑んだ 
一戦はプラザ—が後半地力勝ち。 

波にのる山陽女は前半互角に戦 
い期待をもたせたが、ブラザーは 
後半シュ—卜が安定、5分、13分 
エース金村の強シュ—卜で優位に 
立ち、得点を重ねた。山陽女高は 
シユ I 卜がバ ー や ポストに 当たる 
不運はあったものの22分の 7 MT 
(村岡)1点に留り力負けだった。 

(奥田) 


ビクタ—接戦を乗り切る 


•ET A 44 II 32 V 田村坊 
得〇 11010020 5 
t ] 保 田田 森平田林 ) 
5«保辻 沖 1 
£,吹金久広 s 沼若 C 

SIFP ! [*I JSI 7 MT 

L ] 藤 田 浪居村 田 塚本川 ) 
ブ 平森1 
[7佐山藤鳥金藤長森原 C 
得〇 0142010000 8 

〇……前半なかばすぎまで1 11 
はげしい動きも決め手を欠いて空 
まわりの感じだった。 

試合の流れを変えたのは 17 分ブ 
ラザーの 7 MT 。 焦る必要もなか 
つたの だが 田 村紡はその あと 2回 
の反撃機をパス.ミスで失ったばか 
I か、ブラザーの速攻をあびて 19 


分 411 と開いた0 
後半開始直後、田村は金田のゲ 
ットで差をつめたが余裕のあるブ 
ラザーは、. 5分5 1 3 、10 分6 I 
3、15分 t 3.とがっちり先行、 
守っても広森の動きを封じこめ、 
GK 佐藤が4本の 7 MT のぅち3 
本を捌いたプレーも勝因につなが 
った。 (杉山〕 

はビク 4(22! I 20 V 田：^ 

得〇 00101000 2 

t ] 保田平田森田林 ) 
沐 K ± 中 〇 
[ Eg 久.金紀夂広沼若 C 

ft i /-— . - ' r 


d 辺木姉川樫妹部塚山沢口野} 
見重見 1 
[0渡鈴蓮江八蓮阿大富谷山髙 C 
#o 00201010000 4 

0……田村紡が押し気味に試合を 


プラザー 、 513 A 徳山 OG 
工業 0 K 24 9 T I 33 6 C 社会人 
推•爱知)^9 . •山口〕 

山陽女高 ?]6^ 東 女体大 
(高推. 13 { 9 4 —0 6 一 6 (学推. 
広島〕 ^9 OI 東京 V 

得〇 0123000000 6 
M 田井橋江井良田告井森塚 ) 

[* 増安高堀川屋西本石藤石 C 
K P ^ 
G _ F _ 7 N 

§] 谷紙由井田口上山瀬元美 ) 
f 岡久 灘岡2 
cli 玉三村和町折村横蛸中村 C 
得〇 0302340100013 

▽同2回戦 

SI T 8 ( nv 山陽女高 

〇……ブラザ—が徳山 OG にあつ 
さり和歌山国体の〃借り"を.返し 
たあと山陽女高が大逆転をやって 
のけスタンドを沸かせた。 

若さで走りまくる山陽は前半2 


テンポがのり鈴木、村上らで11分 
には9 —5 とはなした。 

教大は12分すぎから再び反撃、 
21 分継のシユ —卜で 8—9 まで 迫 
ったのだが重機も懸命.に守り切っ 
た。田村紡 X 鹿児島クは鹿児島の 
積極的な試合ぶりでむつれ前半6 
回 タィと なる熱戦を演じたが、後 
半田村紡は辻のゲットで10分11— 
6と'主導権を握り そのまま逃げこ 
んだ〇 (清水) 
〇……田村舫 X 重機は期待はずれ 
の凡戦。重機は再三チャンスをつ 
かみながらシユートが甘く田村に 
ぺースを 奪われ、特に後半は一方 
的な経過となった。 

田村耕は8ゴールをあげた広森 
.の進境が目立った。 (杉山) 
山陽女、ブラザ—には及ばず 
▽ C 組1回戦 


女子決勝リーグ 
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- 6 (0) 7MT (1) 5 


-一決勝リーグ勝敗 

(男） 大ワ日三 

@大崎電気…△〇〇 

@ワクナガ△•••△〇 

③ 日体大•△…〇 

④ 三 景 ® 的… 

表- 

P 得失 

5 36 22 

4 34 24 

3 34 28 

0 28 58 

(女） ビブ田 

① ビク ター …〇〇 

② ブラザー®…〇 

③ 田村紡•❿… 

P はポイント（勝ち点 

P 得失 

410 7 

21311 

0 712 

) 


関東一円をネットす在 


医薬品全般 
高級化粧品 


株式会社 S 



得〇 0 3 0 0 2 0 0 
1]藤浪居田塚村川 

[7佐藤鳥藤長金原 I 
g IFP / (審自 
to 辺姉川樫妹塚山 
3 見重見 
[ B 渡蓮江八蓮大富 
掲〇 211011 

ヤンスは数多くありながら、<1 
歩の決定打が出ない。 . 


国体後、同チ— Ao 1 棄権によって 

セントラル自動車(神奈川)が浮 

上した ケース。このような 時は や 

はり住友辞退の時点でヮクを日本 

協会に一応返上し、改めて配当を 

協議すべきではなかろうか。 

〇……第二は日本協会の〃組織" 

が一部を除いてまったく無視され 

た点だ。組織の代表となったのは 

男子は開催地1チーム、女子は開 

催地と次年度国体開催地の2チー 

ムのみである。これでは「日本協 

会は組織を軽視し、加盟団体偏重 

にすぎる」といわれても仕方がな 
、〇 
V 

協会内部でも「前年度優秀1、 
加盟団体推せん5、ブロック代表 
9、開催地代表1=計 16 」がノー 
マルな数字という反省があるよう 
だ。 

このほか観客動員、競技委員と 
競技者(監督、コーチ、選手など) 
との兼務なども改善の余地を残す 
ものといえる。 rs ) 


ビクターは蓮見姉が良く決めて 
2点差で後半を迎えた。 

後半のブラザ—は見違えるばか 
りの動きを示した。守っても、良 
くボー ルにつめ、ビ クター にチャ 
ンスらしいチャンスをほどんどあ 
たえなかった。 

攻めても、金村がミドルのアン 
ダ I シュ ー トを 試み、成功するな 
ど、前半とはうってかわって、ブ 
ラザーぺースになった。守りはま 
ず完全だし、容易にビクターの追 
加点は許しそうもない。攻擊は歯 
車がまずまず嚙みあっている。逆 
転は時間の問題と思われたが、肝 
心のシユートがバ I やキー パ I に 
あたってしまう。もどかしさと焦 
りも手伝い、結局はビクターに逃 
げこまれてしまった。 

両チームとも初栄冠がかかって 
いたせいか、今一歩の迫力にかけ 
た。 (藤本〕 


進めたのに、得点の方は日本ビク 
ターが 3- 分に江川、 21 分すぎに蓮 
見妹と決めて2点をあげた。 

後半の開始直後、ビクタ—の江 
川が再度得点のあと、田村紡が2 
分すぎ久保田、広森で連続ゴール 
してビクタ I に迫った。* 

その後試合は激しいせり合いが 
続いたが、 19 分にビクターの富山 
がダメ押し点をあげ試合を決め 

〇 . 初の予選トーナメント•決 

勝リーグ制(注•女子は第 17 回大 
会でいちど採用)は成功した。 

オリンピック予選での快勝とい 
ぅ好材料も手伝ってはいたが、全 
期間の盛りあがりが感じられたの 
は精鋭主義の所産とみたい。 

一回戦からヮクナガ薬品(大阪) 
X 大阪ィ—グルス、.スヮロ—兵庫 

X 法政大乂東京：}〜以上男子〜大. 
崎電気(埼玉) X 日体大(東京)、東 
京重機(東京) X 東京教大〜以上女 
子〜といった好カードがファンを 
喜こばせ大会の雰囲気を高めた。 

〇 . 昨年までの 32 チーム參加 

(男〕から I 気に半数にしぼったこ 
とに対し、|部で批判はあったよ 
ぅだが仮にもナショナルチャンピ 
オンを決めるとなれば、今回の数 
字は妥当なところだ。 

将来、ョーロッパ各国の採って 
いるトップ •ヱィ トの リーグ 戦形 
式に進むためにも貴重な第一歩を 
踏み出したといってよい。 

〇 . 初めて、 ということで 見逃 


た。 (毎日新聞戦評から) 

ブラザ—、後半の反撃遅し 

日本 ビク へ 5—3\ ブラザー 
夕— (1—2)5 工業 

〇……点差のヮリには、手に汗を 
握る場面が少ないという.か、ジレ 
ッタィというかとにかくスカッと 
しない試合だった。 

前半、両チームともシュ—トチ 

されたものの改良すべき点も多い 
特に「全日本総合選手権規程」 
の成文化はすぐににでも着手しな 
ければなるまい。権威づけという 
意味からも必要でぁり、本来なら 
今年にまにぁわせるべき筋ぁいの 
ものだった。 

出場チームについても研究の余 
地を残した。 

成果ぁった 
〃精鋭"主義 

今回はいわゆるタテ割り一加盟 
団 fr が基準とされたが、このため 
二つの課題が生じている。 

〇…：.•一つは第 I 次推せんチーム 
が辞退または棄権した場合に繰り 
さげを行うことによるレベルダゥ 
ンである0 

例えば全日本実連代表の三番手 
住友化学菊本(愛媛)の辞退で本 
田技研0二重)が推され、和歌山 
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新宿区新宿2 丁目奄俘前 
TE し C 341)2979 づ016 

望月運動用 SKK 

東京考&墨田区横川橋 4 •了目© 

下 E L 本所 （ 62 2 ) 〇 74 6 


三菱鉛筆に恩返し 




初優勝のビクタ— 

〇……ハチ巻き姿の応援団が歓声 
をぁげ、踊りださんばかり K : 喜ん 
でいる姿とはまるで対照的にどの 
選手も涙を流し、しばらくは言葉 
もかわさぬ沈黙がつづいた。 

初優勝の感激、それだけではな 
かったのだ。 

御承知のファンもぁるだろぅ。 
優勝の原動力となった蓮見姉、江 
川、八重握、阿部らは一昨年まで 
池田鉄哉監督 C 芝工大 OB 〕 の卒 
いる三菱鉛筆(神奈川〕の主力と 
して活躍した選手。昨年春、会社 

側の事情で廃部が決まり、ハンド 
ボール界から姿を消した。 

0……実業団球界の A クラス、当 
然他のチ—ムから入社の勧誘の声 
がかかり、大学進学を打珍された 
選手もいた。しかし「これまで苦 
労をともにした人のことを考える 
と単独行動はとれない」とほとん 
どの選手が故郷にもどる手続きを 
したの•たがその矢さき、チ—ム結 
成を企っていた日本ビクタ—(茨 
城〕から「全員入社」を呼びかけ ■ 
られたのだ。 

〇……捨てがたいハンドボールへ 
の愛着と前の会社への義理。円潢 
退社とはいえこの板ばさみは乙女 


心を悩ませた。 

彼女たちを〃決心〃させたのは 
三菱鉛筆時代の部長•猪狩武春氏 
のコニ菱で果せなかった全国優勝 
の夢をビクターでかなえてごら 
ん」という暖かい一言。 

アマチュアスポ！ ソ界でも異例 
という 監督以下主力全員の転籍が 
こうして実現した。 

〇……三菱とビクターへの恩返 
し。池田監督、選手たちの"負担〃 

は以前よりむしろ厳しくなった。 
それに打ち勝っての全国優勝、ス 
タンドの一角で見守る猪狩氏の姿 
が印象的だった。 

〃引退，を一年延ばして頑張っ 
た蓮見姉と江川。お嫁いりも近い 
という。二人の手に握られた優勝 
メダルは勝利の女神が贈ったなに 
にも優るプレゼントであろう。 

" 女子の大学勢が第1 
日で全滅。これには 
学連関係者ばかりか 
日本協会役員もガックリしていた 

今大会は実業団が主力を欧州に 
送りこんでおり〃鬼のいぬま"の 
好機 (？) だったのだがその期待も 
裏切られた。 

実業団のある若手は「どんな場 
合でも大学には負ける気がしな 
い」と強気だし、東女体大を一蹴 
した高枝チヤンピオン山陽女高も 


城 II し 


全日本総合に拾ぅ 


「胸を借りるつもりでしたが…」 

と期待はずれの表情。大学チーム 
が第一線に飛び出すのはいつの日 
のこと だろぅか——。 

〃 〃〃〃 新 システムの 採用で 

I 2. S 2^ 男 f ( AOS 木 

"""" 桜丘会)、女子1 ( 徳 
山 OG 〕 のクラブ代表のほか女子 
に美和ク、鹿児島クと合わせて5 
つのクラブが登場。いずれも第1 
戦で善戦及ばず散ったものの惠れ 
ぬ条件をのりこえての試合ぶりは 
さわやかな印象を残した。 

どのクラブも「実業団や大学チ 
丨ムをてこずらせれば充分」と割 
り切っていたが、主力はいずれも 
かって檜舞台で活躍したキャリア 
の持ち主。なかでも早川、杉山 
(旧姓笠原)、黒川、加藤、0!|^田 
口 (旧姓川崎)ら往年のナシヨナ 
ルプレイヤー が ヱン トリーした 美 
和クは優勝した 日本 ビクタ I を窮 
地に追いつめる活躍でスタンドの 
拍手をぁびていた。 

〃〃 ■" アジ.ア予選の主役•ナ 
ジョナルプレィ丁 16 

""" 人のぅち有永、斉藤、 
大村を除く13人が久々に自チーム 
から登場、スタンドから『さ一す 
が』の声がとんだ。 

木野(ヮクナガ) XGK 本田(大 
阪イーグルス〕の〃対決，をは じ 
め大崎 x 大同、ワクナガ x 大崎戦 
では激しい個人技の応しゆうがい 
ゃ&5£^.もムードを盛りぁげ^。 


スタープレィヤー の巧技、妙技が 
みどころの一つになるなど日本ハ 
ンドボ—ル界の成長を物語るもの 
でもあった。 

〃""ダ男子優勝をかけた大 
Isli — 気 X ヮクナガは 
〃が""まれにみる肉弾戦。 
後半の得点がワクナガの一点だ 
け、それも 7 M T 。 フイールドゴ 
丨ル 両軍 〇 という珍記録はちよつ 
と前例をみつけ出せない。 


23 頁より続く 

有の練磨に加ぅるに実戦の経験を 
上積みしかつ消化吸収し、ミュン 
ヘンオリンピックは 既に始まって 
いると考え、仮想敵国の研究に旺. 
盛なる意欲を燃やし、最善の手段 
をもって東洋の離れ小島の不利を 
克服する努力を示してもらいたい 
各位常に日本 ハ.ン ドボールの最 
重要構成員たる責任を自覚し、放 
々として 努力し、実力の満を持し 
て放つべきミュンヘン オリンピッ 
ク大会に備えてこそはじめて全国 
の愛好者にその大任を果す ことは 
証明出来るのである。 

天は唯平素の鍛練に努める者に 
対しては戦わずして勝利の栄冠を 
授けると同時に、一勝に満足して 
お山の大将に安んずる者からは直 
ちにこれを奪い去ってしまぅ。 
古人日く、 C 勝って兜の緒を締め 
t - Aor 殳高ン 
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日本に新たな責任かかる 

〜アジア代表権を獲得して、 


久=田 


暁 


関係者が大変な苦労をして日本 
ではじめて開いたオリンピック • 
ハン ドボ— ルの アジア 予選はその 
甲斐あって感激の日本優勝といぅ 
ことで幕を閉じた。 IHF の技術 
委員長エミール•ホルルさんが終 
了式の時、村田監督、竹野コーチ 
木野主将にそれぞれ記念のレイを 
首にかけ両こぶしを握って髙くか 
かげた時ミュンベンへの実感がぐ 
つとこみあげてきた。そして田村 


会長らの.胴上げ、日本ハンドボ— 
ル関係者の誰もが理屈と恩しゆぅ 
を越えて待ちに待った瞬間でぁり 
子供のょぅな純粋な感激の涙に思 
わずむせんだ一時でぁった。スタ 
ンドではィスラエル選手団もおし 
みない拍手を送っていた。その時 
私はィスラヱルと韓国の団長が私 
に語ったことばをふと思い浮かべ 
ていた。ム クシ— 団長は日本が4 
年間もナショナルチームの強化を 


きと健康な笑いが絶えず 、 IHF 
役員のあいさつが一際厳粛なひび 
きをもった。ョーロッパにくらべ 
てすべてが幼いという感じのアジ 
アのハンドボールの成長への努力 
をまのあたりに見て IHF の方々 
も暖い心で声援し見守って行って 
くれる•たろ.う。また、韓国朴団長 
は次のようにあいさつされた。 
「日本がアジアの代表となったと 
いうこ.とは韓国、ィスラエルを代 
表していることでもあり、ハンド 
ボールにおいて後進性のあるアジ 
ア諸国のためにオリンピックでは 
十分に活躍してアジアのハンドボ 
—ルの存在を示してほしい」アジ 
アでの先輩国日本の使命と責任は 
一層大きくなろう。そして一日も 
早く世界の一流ハンドボール国と 
なるのが日本の目標である。オリ 
ンピック選手に続く若手有望選手 
が続々と育つことを願ってやまな 
い。 (日本協会国際部長) 


ル界の隆昌を維持促進す るた めに 
は、オリンピックの 年で あると 否 
を問わず、倍旧の後援会活動に総 
力の結集を惜しむものではない。 

日本ハンドボール界の記念すベ 
き一九七二年の年頭に際し、拙筆 
ではあるが、再び激励文を綴らせ 
ていた•たく。他山の石として拾つ 
ていただければ幸と考える。 

競技力なるものは、 体格、体 
力、技術の習慣的進歩のみを VX う 


続けていることにおどろきその恵 
まれた環境を.ぅらやましがってい 
た。国家が非常時にあるィスラエ 
ルはスポーツのために多くの時間 
と経費をかけられずナショナルチ 
—ムの強化は二年にも満たないと_ 
のことだった。ブ方、朴団長も長. 
身者をサッ カ ー、バ•スケット、バ 
レーの種目にとられ小型チームの 
悩みを訴え、また大学選手は卒業 
と同時に全員三年間の軍隊生活に 
入るため男子実業団チームの育た 
ないこと、日本の自衛隊とちがっ 
て北韓国(と彼らは言ぅ〕；との緊 
張の対しょが常に続いてる中で韓 
国の軍隊はスポーツなどやる暇も 
なく軍事訓練に明け暮れている。 
勢い高枝生まで編入してナシヨ'ナ 
ルチームを作らねばならぬ状態で 
ありイスラエル同様、国家の色々 
の事情がからんで長期にわたるナ 


ショナルチームのまとまった強化 
はむずかしい と 語っていた。 こう 
■した各国の苦しい事情の下に行な 
われた本予選大会はいわばアジア 
ハンドボ—ル国同志の血のにじむ 
ような苦労を乗り越えて実施され 

たものでありアジアのハンドボ— 

ルの友が固く手を結んで共に発展 
する礎を築いたということでまこ 
とに画期的であり意義深いもので 
あった。彼らはみな素朴で純情な 

スポーッマンであり紳士だった。 
大会の終るころには言葉の壁を乗 
越えて両国は心を通い合わせお互 
いに敬愛している様子がほほえま 
しかった。できることならイスラ 

エル、 韓国、日本の3国が手を とり 
あってミュンヘンに 行きたい気持 
ちにかられたのは私だけではある 
まい。大会最後の夜サョ ナラ パー 
ティで友好の輪に花が咲いた。予 
選でしのぎをけずったハンドボー 
ルの友が一同に会し明るいふんい 


再び全日本を激励する 


光11島 


幾十箇月の長期にわたる全日本 
チームの育成強化事業ははや昭和 
四十六年の過去のものとなり、こ 
こに全日本チ I ムは今やその所期 
の任務を終了し新たな段階にむか. 
つて再出発の道を歩むこととなつ 


た。しかしながら我々ハンドボー 
ル愛好者の全日本チームに対する 
責任は決してこれがために軽減さ 
れたのではない。過ぎし十一月の 
決戦の成果を永遠に強固なものと 
し、な.おますます日本ハンドボー 


アジア予選回顧 
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のではなく、これを臨機応変に活 
用する無形の実力をいうのであっ 
て、一発必中のシュータ—はよく 
十発一中のシュ—夕—十人に勝る 
ことの真意を理解し、競技力を常 
に可視的状態に発揮出来るよう心 
がけなければならない。十一月我 
が全日本チームが勝利を得たのも 
指導陣、選手各位の平素からの研 
讃練磨がその因を成し果をもたら 
したものであって、もしそれをも 
って将来を考るときは、代表決定 
戦が終った今日といえども安閑と 
して休憩の気分に浸ってはならな 
いのである。 

いうまでもなく スポーッ 者の一 
生は連綿たる不断の戦争であって 
試合の有無によらずその責任に軽 
重あるはずはない。試合には全力 
を発揮し、試合の.ないときは練習 
を欠かさず、終始 一 貫その本分を 
尽くす ことのみ、 過去数年間 風雪 
と戦い、寒暑に杭し、しばしば強 
敵と対して優勝劣敗の間に出入し 
たこと もとより 容易の業ではなか 
つたが、考えてみればこれまたす 
ベて長期にわたる練習の過程であ 
り、これに參加し多くの啓発する 
ことを 得た各位の幸福は他に比較 
すべきものなく、これを苦労難儀 
と大げさに言うべきものではある 
まい。いやしくも全日本チームの 
I 員として一時の勝利に安んずる 
こと あ- D とすれば、外観は絢らん 
豪華装みえようとも、あたかも砂 


上の樓閣の如く、暴風一過たちま 
ち崩壊するであろう。この点深く 
考えてもらいたいものである。思 
い起すべし、六月の NHK 杯大会 
.における拙劣な戦いぶりを、また 
九月の対スゥ X 丨 デン戦における 
非力を：：：。あのときと今とはちが 
うなどというなかれ、今にいたる 
も多くの愛好者は八十パ—セント 
の信頼をも信託するには不安定な 
要素のあることを知っているので 
ある。 

欧州に眼を転ずれば、現今の各 
強国すベてその民族、国家の歴史 
的背景のもとにその力を保持し、 
常時試合、常時練習の気構えによ 
る 実力の向上に努力している こと 
は明々白々である。またアジヤに 
眼を向けても、.現在の複雑なる国 
際情勢がスポーッに及ぼす影響は 
はかり知れぬものがあるが、我々 
は常にそれを予察しなければなら 
ないのである。過去に強かった国 
が弱くなり、またその逆の国のあ 
る事例は古今東西の歴史の示すと 
おり政治のもたらす要素が多いこ 
とは事実であるが、基本的には常 
に競技場にありの心境、緊張を保 
つ度合が民族的資質からみて高い 
か低いかによる自然の結果によら 
ぬものはないのである。端的に言 
うならば、執念深いかどうかによ 
ると いえよ} 〇。 

各位よ。多忙であろうが欧州各 
国(仮想敵国と考えて)の歴史、 


風土、.民俗に関する関心興味をも 
持たれよ。たとえばハンドボ—ル 
発祥の地とされるドイツを考える 
ことによっても、おのずからロシ 
ア人、フランス人、北欧、東欧各 


国の民族性に由来するハンドボー 
ル性格の一部といえども把握出来 
るのであって、しかもこれこそ各 
位の競技力向上の一策としての重 
要な役割を果すであろうことを確 


言してはばからない。そしてもう 
一つ、内外.の「戦史」を読むこと 
も有益であると申し上げる。 

全日本チ—ム各位におかれて 
は、これらの事例を鏡として、既 
(20頁に続く) 



不振だった東京4戦 


アジア 予選における東京大会 
の観客動員数が〃話題％になつ 
ている。すべてに順調、大成功 
をおさめた 


名名名名 
0 0 0 0 
0 0 0 0 
牧90 40 

专31 4. 
場}/^フ} 
入ィィ韓韓 

会 I 三 

大日韓ィ日 
•一示 cccc 

東戦戦戦戦 
112 5 6 
第第第第 


名名 
0000 
7 5 
3,4, 

=? 

日日 

CC 

阪屋 
古 I 
大名 


今大会で、 
これは唯一 
といつても 

ょい反省点 
であり、今 
後の課題と 
して考えな 
ければいけ 

ないだろぅ。 

韓国 X ィスラヱル戦の不人気 
は前売券の状態から推してもあ 
る程 K - 予測はできたが、それす 
らも下回る数字であった。 

しかし、なんといっても東山 M 
大会の低調は国内ファンの動員 
に原因があった。 

特に第1戦が七分の入りに留 
ったのはショックで、しかも「強 
制的に入場券を買わされた」と 
いう声が耳へ入るに及んで協会 
役員はいっせいに頭をかかえて 
いた。 

千円、五百円の入場料、ほか 


運営面 
の反省， 

に中高校生三百円(第1 .2 戦) 
.というのは日本協会の台所、 
"オリンピック" という キヤッ 
チフ レ—ズ、さらには総務企画 
部が青少年の日常消費資料まで 
持ち出しての数字であった。無 
暴な額とは思えない。 

第1戦の前充券が都内のファ 
ン よりダィレ-クトメール 予約 1 C 
よる地方のほうによく伸びた傾 
向もみつめなおさなければなる 

ゴへ 、〇 

TTO V 

つまり「東京における不人気」 
である。 

ハンドボールを自ら 進んで見 
に行きたい、見たいという層が 
大阪•名古屋に比べて東京は少 
ないのだろうか。 

そうではない。当日の TV 中 
継視聴率は東京、大阪、九州、 

名古屋の順であるし、視聴者の 
年代も NHK の調べでは東京地 
区は ホワィト カラー、高校生、 
大学生の順であったという。 

会場まで足を運ばせる力がや 
はり欠けていたということにな 
ろうか。大阪協会や愛知協会の 


役員はズバリ「東京の日頃の一 
般対策の欠如」と指摘する。 

また、東京大会だけ日本協会 
のガ 自主 興行"という変則的な 
システムを 採った点に も 反省が 
残ろう。 1 
「汽車賃を使ってわざわざ見 i 
.に来たのに東京の関係者やファ5 
ンはいったいどうしたのです1 
か」とけげんな顔というよりも1 
情けなさそうな顔をした地方の1 
愛好者の声を素直に聞かねばい一 
けない。 一 
首都における人気、不人気の1 
差は有形、無形の影響を及ぼ1 
す。 | 
団体動員をして頭数(あたま1 
かず)だけを揃えればよい、と1 
いう時代ではなくなった。とす一 
れば日本協会のおヒザ元での盛 I 
りあがりをいかに上向きにして1 
いくかは斯界全体の課題ともい| 
えるだろう。今のままでは世界？ 
選手権の誘致どころか、三国対 j 
抗程度の国際大会ですら開催能1 
力はないとしなければなるま1 
ぃ。 ( X )一 
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-ポスト•アジア予選④一 

役員の若返りと 

体質の改善 

〜日本協会〜 


NHK 

SPRING 

日本発条 




本社/横浜市機子区新磯子町 I 番地 
支店/東京 • 大阪 • 名古屋 • 広島 • 太田 



□ ……アジア予選の成功は日本協 
会の体質を変えることにまでつな 
がるだろぅか。 

日本協会をよく知る者にとって 
これは一つの関心事である。 

昭和12年創設以来、まだ35年し 
か経過していない斯界はすべてに 
幼く、時にはその雅拙がトラブル 
を生んだ。しかしいつの場合も「過 
渡期だから……」といぅことでそ 
の場を切り抜け、損得勘定は合わ 
ないにして^そのトラブルが小さ 
な前進へのステップになっていた 
□ …：■今回の快勝は、大げさにい 
えば、斯界が自力で築きあげた初 
の金字塔である。 

日本協会役員がさかんに口にし 
た「挙国一致」という時代がかつ 
たアビールは大きな効果があった 
よう だし"この2週間"をすベて 


の力でたくましく支えていたこと 
もはっきり感じとれた。 

問題はこのム I ドをどう持続さ 
せ、さらにいっそう「ハンドボ— 
ルの位置」を高めさす努力に結晶 
させるか、だろう。 

□ ……その一つの"形"として 
「新旧交替はこの機をおいてほか 
にない」という声がある。 

たしかに、日本協会の施策はマ 
ンネリズムにおちいっているし、 
新鮮な企画力にも之しい。あまり 
にも"過去のヶ—ス"が持ち出さ 
れすぎるのも幣害だ。これを打破 
するには新しい感覚の投入が唯 I 
無二の"特効薬，である、 

□ ……ここ一、二年理事陣にも若 
い人材が登用されているが、それ 
でも全般的な印象はフレッシュと 
映らない。 

若返り説の急進派は杉山常務理 
事だ、という。面白いことに彼は 
現執行部でも若手なほうだが「ま 
だ不足」としている、 

彼の意見は『私自身も含めて旧 
人が城をゆずる時期に来ている 
と思う。国内が7人制に統一され 
てはや9年経った。統一後に学窓 
を卒えた若い OB の数は充分なハ 
ズだ。彼らに日本協会のさい配を 
揮はせてみたらどうか。日本協会 
の役員は中央地方を問はず、あま 
りにもややこしい 人間関係の糸で 
結ばれすぎている。これをほどく 
必要もないがそのまま放っておい 


てはなおいけない。アジア予選の 
勝利は古い08の結束した勝利で 
あり、若い時代へこれほどいい 
"遺産〃はない』と断言する。 

□ ……若返りには心龆がつきもの 
だ。 

スポーツ界はよきにつけあしき 
につけ."顔"がモノをいう。 

新しい役員の登用は、せつかく 
築いたベテランの利-^を白紙に戻 
し、何かと不利にならざるを得な 
くなる。 ， 

また、交替当初はとまどいもあ 
つて一時期は足ぶみどころか退歩 
する"期間"もあろう。しかし、 
その取り返しは容易だし、意義が 
あるの-ではなかろうか。 ' 

□ ……今のところ新旧交替に関し 
て表立つた動きはないが「ミュン 
ヘン出場」が旧人たちの勇退のか 
つこう の時代で ある ことは、一部 
の ベテラン 理事たちも口に.してい 
る ことだ。 

それは「自分たちの時代は終つ 
た」というニュアンスではなく、 

「35年かかつてオリンピックまで 
こぎつけた。あとは頼むぞ」の心 
境である。 

□ ……新しい感覚を投入して日本 
協会の体質をどう変ぼうさせるの 
か、，何故その必要があるのか、新 
旧交替は急がず〃時，の解決を待 
つべきだという声もある。 

多くの読者が抱かれる疑問でも 
あろう. 0 


人脈の清算、国際感覚の盛りこ 
み、新しい企画の実行、長期的な 
事業のスタ—卜……。 

いうまでもなくこれは日本協会 
の体質そのものである。 

極言を許されるなら旧人が勢力 
を得ている間は、一部的に、散発 
的にこれらの課題が解決されても 
しっかと大地を踏まえて根がおろ 
されることの可能性はうすそう 
•た。 

□ ……アジア予選での勝利、ミュ 
ンヘンオリンピックへの 出場で斯 
界はこれまで以上に厳しい世論に 
取り囲れるであろう。 

その時に旧態依然の体質をベー 
スにした日本協会運営でよいのだ 
ろうか。ノーである。 

現執行部が積極的、意欲的な 
"連帯感，をもって体質改善に乗 
り出さぬかぎり、ヤングパヮ—の 
進出を望む声は日増しに強くなる 
であろう。 

同時にこれまで学連、高体連、 
実連、教職連、自衛隊連といった 
タテ割りが、ともすれば組織であ 
る地方協会より重視されて来た風 
潮もここらで是正しておく必要が 
あるのではなかろうか。 

現役員の任期はあと1年2ヶ月 
来春4月には地方協会もふくめて 
かなり大幅なスタッフの若返りが 
実現されるとみたい。 

それが" モント リオ—ル対策" 
の第1歩になるかもしれない。 
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——ポスト.アジア予選⑤一 

^日本リーグ〃は 

実現されるか 


さわやかなバブルガム 

オレンジアップノレストロベリーノくナナ バインアップル クレーフ 0 



〖カバヤ•リーフ株式会社•岡山市下石井 1-2- 3 


□• …：これまで何回か噂が流れ、 
いつのまにか立ち消えになってい 
る「日本リーグ」問題。この上げ 
潮の時を逃しては二度と旗あげの 
チャンスはないだろうといわれて 
いるが、果して実現へ歩みを進め 
ることができるだろうか。 

結論から先にいえば、本誌が取 
材した範囲では、そうした動きは 
いぜん煮つまった状態ではなかっ 
た。 

□. 日本リーグ問題は43年2月 

の全国評議員会で全日本実連に一 
任され、同連盟ではその年9月 
「女子開催、男子見送り」.という 
結論を出し、日本協会あてその旨 
の答申書を提出した(関連記事 • 
本誌 58 号参照) 

ところが、それ以後いっこうに 
進展していない。 

問題を委託しながら答申書その 


ものの審議さえしていない日本協 
会のずさんさは責められるべきだ 
が、当時「日本リ—グはもうすこ 
し時機を待ってから一」というム 
1ドがあったことも確かだ。 

□ ……「待っていた時機とは今を 
おいてあるまい」——開催論が再 
燃したのも当然であり、4年前の 
時点よりも周囲の条件が〃好転" 
していると考えるのも誤りではな 
かろう。 

地方の関係者やファンの間には 
以前から「トップチ—ムの対戦を 
見たい」「バレーボ—ルと肩を並 
ベる 意味で も ……」と日本 リ ー グ 
待望の声は強く、それにプラスし 
ての オリンピック ムー ドである。 

D . 日本リーグのメリットは多 

い。頂点強化にはかっこうだし、 
ファン獲得にもつながる。 

プレィヤーなどいわゆる〃現 
場"からも「強チーム同士の試合」 
を望む声は高まっており、有力実 
業団が一堂に会して手合せするヶ 
—スや、大学 X 実業団の定期戦な 
どが、ここ一、二年目立っている 
のもそうした傾向のあらわれとい 
えなくもない。 

またメンバー不足に悩む実業団 
の監督のなかには「日本リーグに 
出場することで新入部者の勧誘が 
容易になるのでは……」と期待す 
る声もある。 

□……飛び出す態勢充分でありな 
がら、さぐりをいれると逆な結果 


が出てくる最大因は予算の裏づけ 
があと一歩見込めないからだ。 

現在、国内 スポ—ッ界 では日本 
リ I ダを実施しているのは サッカ 
I 、バレ1ボ—ル、バスケットボ 
I ル、アィスホッケ I 、女子 ソフ 
トボ—ル、アメリカンフットボ— 

ル(社会人)の6競技。いずれも 
多くの観衆を動員して競技収人を 
あげ、テレビ局からもかなりの放 
送権料を得ている、と伝えられる。 

ハン ドボ—ルの場合、この両面 
に限界が あるよう で、実現しても 
參加チームがか.なりの経費を持ち 
出さなければならない。 

「学生 チームはとても つきあい 
きれない」(田中中大監督)だろ 
.うし、 実業団側も大半の チ—ムは 
今のところ「額に もよ るが、そこ 
までして……」 といった ム ー ドが 
強ぃ。 

□ ……3年間にもうひとつ大きな 
流れの変化があったこともこの問 
題を"ふりだし，に戻した一因に 
なっている。 

女性上位からはっきりと昨秋を 
境に男性上位となった点である。 

.前掲の答申書提出時点では、ま 
だまだ男子は学生界が主流であ 
り、東西をはじめ各地の学生リー 
グが充分に日本リーグの長所を備 
えていた。ところが短い期間で男 
子も実業団上位時代が出現、さら 
に期待された全日本女子が世界選 
手権(別掲)を不本位な成績で終 


ったことも重なり形勢は逆転•し 
た0 

□ ……日本協会長であり、田村紡 
(三重、全日本3位)の才—ナ I 
でもある田村正衛氏は「仮に日本 
リ--グができても男子優先であろ 
う。女子は一歩後退•た、実力的に 
も大洋デパ—卜(熊本)はともか 
く、.他のチームはファンを集め得 
ないだろう。その点男子はオリン 
ピック予選をピークとしたナショ 
ナルチ—ムへの関心で、よい意味 
でのスターが輩出、しかも各チ I 
ムに分散しているのはいい」とい 
っている。 

田中全日本実連理事長も同じよ 
うな意見だが「女子実業団は会社 
側の全面的理解の上に立っている 
チームがほとんだが、男子はまだ 
そこまでいっていないチームも多 
い。リーグを行うには最低6チー 
ムは必要だし…」との心配もある。 

ここらあたりがやはり"ネッ 
ク "なのだ。 

荒川理事長をはじめ日本協会首 
脳陣も誰もが「ばくぜんとはして 
いるが」と前おきして「今はまだ 
ムリじゃないかねヱ」と異口同音 
にいっている。 

ちなみに 2月の全国会議(理事 
会•評議員会〕の議題に日本リー 
グに関する件は一つも.ない。 
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——ポスト.アジア予選⑥—— 

立ち遅れている 

>女子対策" 


日本ハンドボール協会検定球 


亀甲型 

MOLTEN ■/ 鼻ムエ業株式会社 

"<y 広島.東京.大阪 



1972 ◎ミュンヘン 
1973男子世界選手権 
1974女子世界選手権 
1975…■•….… 

1976 ◎モントリオール 
1977女子世界選手権 
◎印オリ •ン.ピック 


□ ……世界選手権(12 月 •オラン 
ダ)へ気負いこんで送った全日本 
女子が1勝もあげ得ずに終ったこ 
とは日本協会関係者に大きなショ 
ックを与えると同時に、"女子問 
題〃をふり出しへ戻すきっかけに 
もなった。 

.ここ数年、斯界は「ミュンヘン 
、；、ュンへ.ン」 に明け暮れ、女子の 
.立ち場は片すみに押しやられた感 
じ。一九六八年のモスクヮ大会が 
流れた不運も手伝った。 

□ ……女子の国際交流はただでさ 
え少ない。 

過去35年の球史で、外国遠征は 
昨冬をふくめて3回、外国チー.ム 
の来日も42年の西ドィッ選抜、46 
年の白花醸造、梨花大(いずれも 
韓国)を数えるだけだ。 

キャリアがモノをいう 国際舞合 
でこのハンデは大きい。「男子偏 


をオリン - b 0 ック中間年に固定化" 

4年おきに開くと VV う説が採用さ 
れても結局は男—女—男—女とな 
ってしまいそうだ。： 

□. このリズムを女子主体に置 

きか克るには女子界自体の力以外 
にない。 

欧州球界の実情にくわしい人た 
ちは「日本の男子が国際ハンドボ 
丨ル界で確固たる地位を築くのは 
なみたいていではない。 ■女子のほ 
うが有望」という。 

なかには「いっそ、女子重点に 
切り替えたら」と極論する人もい 
るのだが、せっかく盛りあがった 
オリンピック•ムードを おさえて 
まで方向は替えられまい。 

□ ……|方、女子のレべルが高い 
といっても一にぎりのプレィヤー 
だけ。全般的な内容はお寒い限り 
で、最近を例にとっても大洋デパ 
—卜(熊本)という大チ—ムは輩 
出したものの、後続チームとの開 
きが大きすぎる。この層のうすさ 
が今回の成績にはね返ったのだと 
みる人もいる。 

たしかに世界選手権での敗退の 
ぼか今シーズンだけでも女子界に 
は三つのショッキングなできごと 
があった。 

全日本実業団(昨年6月)でゲ 
ストチ}ムの白花醸造(韓国)に 
あっさり3位の座を握られたこと 

和歌山国体(同10月)で〃2軍" 
の大洋デパートが優勝をさらった 


こと。 

全日本総合(同12月〕で高校チ 
ャンピオンの山陽女髙(広島)が 
全日本学生2位の東京女体犬を一 
方的に押しまくったこと。 

一つ一つの背景が今の女子界の 
欠点につながっている。 

□ ……いずれにせよ国内の女子対 
策を改めて一から考えなおす時機 
を迎えた こと だけははっきりして 
いるようだ。その作業をとおりこ 
して、頂点世界にばかり目が注が 
れてしまっては拙い。国内におけ 
る試合数の増加もテである。 

全日本総合選手権も女子だけは 
予選トーナメントの敗者で順位リ 
1グを行うとか、学生界も旧態依 
然の大会に甘んぜず積極旳に〃前 
進"を企らねばなるまい。 

実業団 X 学生の交流大会、全日 
本学生選手権のリ—グ戦化(予選 
リーグまたは決勝リーグ制)、関 
東、.関西、東海なども春秋2シー 
ズン制を廃めてーシーズン制6回 
総当りぐらいの思い切ったアィデ 
ィアが欲しい。 

n . :…日本協会内に女子専門部 

(仮称)を独立させ、女子に関す 
るあらゆるプランーーングをそのセ 
クションで 運行させるこ ともよい 
のではなかろうか。あれこれ考え 
るよりこの際、現場の意見を吸い 
あげることが最善の方法と思う。 

【「ポスト•アジア 予選」は 令月 号 
で Ci 7 兀結します。(編集部)】 


重の犠牲」という言葉はきつすぎ 
るにしても「女子に目標が少なす 
ぎる」のは事実。 

□ ……日本の女子への評価は高い‘ 
世界選手権で最下位に終つたこと 
は、国際連盟筋やョ— ロッ.。ハ関係 
者の間でも「意外」 という 声が強 
かうた よう だ。それだけに国内.の 
女子対策の遅れがここで大きな課 
題にもなるのである。 

山田計全日本女子監督の帰国談 
は「日本は近い将来、かならず世. 
界の王座を狙える」と強気だが 
「しかし」と宇津野年一、井薰両 
コーチ、「男子のような長期的な強 
化対策をとることが条件だ」……0 
今回の場合、女子としてはかつ 
てない•強化合宿をつんだが、やは 
り男子のオリンピック対策と並ん 
ではいろいろなシヮ寄せが生じて 
くる。.しかも、これは日本の女子 
強化にとつて宿命的なモノになり 
そうな気配。 

□ …… I.HF- 
が開催サィク 
ルを変えない 
かぎり国際行 
事は別表のよ 
うになる。 

.女子はどう 
しても男子の 
あと、あとを 
追い、いきおい強化も男子優先に 
な，るのではなかろうか。 

一部に噂される男子世界選手権 
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鍛えぬかれた フォ —ムにこ そ、 
メカの真髄がある 

■ジユ I キミシンは精密工学の結晶とぅたわれる高級品。シャープなスタイリングで、その名を高めています。 
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海外トピックス 

—:---杉山 茂一 


純競技仕様 

=すぐれた機能は美しい== 


《本格派》 



スポーツ服装 


春ハンドポール•ペースポール 
•ゴルフ 擊スイミング■スキー 


デサント製品はすべて 
本格派の名にはじない 
〈純競技仕様〉……その 
孤高の世界へ肉迫した 
成果をご着用下さい。 


THE BEST 

for typical sportsmen 


original by 



スポーツ 服装専門 メーカー 

株式会社デサント 


ルブキング復帰の可能性 

現代最高のプレイヤーといわれ 
る西ドイツのへルべルト•ルブキ 
ング(30才〕がナショナルチームを 
しめ出されて1年余が経ったが、 
最近再びヵムバックが噂され、ョ 
— ロツパの新聞を賑わしている。 

ルブキングはこれまでにナショ 
ナルプレイヤーとして公式国際試 
合に 115 回出場、 599 点をあげている 
名選手だ。ところが1昨年夏、そ 
れまで所属していた GW •ダンケ 
ルセンから突然ネッテルシユタツ 
卜に移籍、ナショナルチームのフ 
イック監督は事前に相談もなくナ 
シヨ ナルプレイヤーがクラブを替 
えるのは不謹慎だとしてルブキン 
グを〃除名"してしまった。 

この裏には多額の移籍金が動き 
アマチュア問題に低触する疑いが 
濃かったからとも取り沙汰され 
た。 


一方、彼一人を欠いただけで西 
ドイッの戦力はガタ落ち、ファン 
も敗戦のたびに「ルブキングを戻 
せ」と騒ぎ、一部の新聞も「ルブ 
キングがいなければ西ドイッはミ 
ユンべ y - でメダルを狙えない」と 
報じるなどした。 

西 K . イッ協会は再三にわたって 
復帰問題を話しあい、ミュンヘン 
オリン ピ.ック組織委員会まで乗り 
出す一幕^■あったフィック監督を 
支持する空気が強く、ルブキング 
のカムバックは望みうすとみられ 
ていた。 

しかし、今シーズンに入っても 
西ドイッの成績はいっこうに仲び 
ず、頼れる ポイント ゲッター もシ 
ユ ミット (グンメルスバッハ、昨 
春来日)一人で、彼がマ—クされ 
ると動きがとれないという拙攻、 
ルブキング復帰を望む声がいっそ 
う強くなった。1月末西ドイッ技 
術委のクランッ委員長がルブキン 
ダと話し合うと報じられ、同選手 
の ナショナルチーム 復帰を一歩進 
める.ものとして注目を集めてい 
る0 

グンメルスバッハ 
3連勝へ前進……欧州杯 

各国チヤンピオンチ■彳ムによる 
第12回男子ヨーロッパカップはこ 
のほど準々決勝が終了、ベストフ 
オアに史上初の3連勝を狙うグン 

メルスバッハ(西ドイツ)のほか 


夕トラン•プレゝソフ(チヱコ)、パ 
ルチザン-ブジヱロバル(ユ—ゴ) 
マイ•モスグワ(ソビエト〕が勝 

ち残った。順当な顔ぶれといえる 
がいずれも苦戦の末の進出、特に 

グンメルスバッハはオプサル. • I 
F オスロ (ノルゥ ヱー) との準々 

決勝第 1 戦を- 13118 で落とし 6 点 
差の挽回は不可能とみられた。第 
2 戦は 12 月 19 日 ゥ X ストファー レ 
ンに一万をこす大観衆を集めて行 

われグンメルスバッハはシユミッ 
卜、 フェルドホフ、ベステべ(い 

ずれも昨春来日)らで着実にリ L 
ドを奪ったものの5点差がやっと 
残り1分で18—13と憂色濃かった 
のだが29分30秒フ X ルドホフが起 
死回生の1点をもぎとり19|13。 
2 試合合計点を 32131 とし辛くも 
準決勝へ名のりをあげた(注 • 2 
試合の得点が同じ場合は第1戦の 
勝者が勝ち)。 

マイ•モスクワは2回戦で GW 
•ダンケルセン(西ドイツ〕を12 

— 11、13|11 で降した余勢をかい 
準々決勝でもへルラス•ストック 
ホルム(スゥヱ|デン)を 13|9、 
12 卜 9 を連破' X1 ス•マキシモ 
フの好調が目立っている。 

ユ—ゴ 、東ドイツおさえる 
〜シュエリン•カップ〜 

東 ドイツ 恒例の クリスマス ト1 
ナメント•シュエリンカップ 国際 
大会は 12 月 19 日から 6 日間 シュェ 


リン、ロストック 市な どで 行われ 
た0 

参加 5 (6 チーム)はいず 
れもすでにオリンピック出場権を 
獲得した強豪、期待どおりの熱戦 

がつづいた。 

優勝は最終戦のユ ー ゴ X 東ドイ 
ッにかかり、前日まで全勝の東ド 
イツが、得失点差勝ちをもくろむ 
ユーゴを上廻るとみられたのだが 
ユ—ゴはラザルヴィックを主軸と 
した攻撃陣が前半から快調にとば 
して主導権を握り、東ドイッを押 
し切って初優勝した。 

この大会の得点王は34点をぁげ 

た F •ハンセン(デンマーク)、以 
下 ファルック (東 ドイツ I )、 ブル 
丨ナ (チヱコ)、 ロスト (東 ドイツ〕 
ガンショウ(東 ドイツ) の順。 
ユーゴ201010118614チ X コ 

東 ドイツ 8へ 9—8 )4 デンマ— 
I 1 V 9 —6 yl ク 

東ドィッ 3( n12 トンガリ 

ユ丨ゴ A 79 M 57 )S ーン？ 
東ドィッ s 614 lu ) sr -1 ソ 

t n issH^t ン マ— 

東 ドィッ 3(77 M 64) S チ： 
ハンガリ 3 (517 ノ 12 東ドイツ 

ュ—ゴ ssll 4 r 5 t ンマ I 
S ドィッ13' ( 76||48 ) 12 ユ—ゴ 
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アメリカ 28118 。ハリ西選抜 
アメリカ 17116 才ーストリア 
才 1 ストリア 20—14 アメリカ 

都市対抗でパリ市勝つ 

国際4都市対抗は1月西べルリ 

ンで行われアグーニュ、リラルジ 
エ、リグナクらナショナルプレー 
.ャーを中心としたパリ市が地元べ 
ルリン市をおさ克て優勝した。 

国際都市対抗が開かれたのは久 

しぶりのこと。 

V レ J ノ. チユ1 リツ. 

(西 ノド — ィ 3TF9—4-1 ( スィ 

。ヽ J tu . ストックホル 

(V- フ ，ンス 1 1215 4 かスゥ H 

ストック 115 チユーリ 
ホルム市 15 ッヒ市 

。ハリ市 I ：-5 ベルリン市 

”ヒ市~ 9 18 パリ 市 
hi ム _ 8( 分) 8 ベルリン 市 

【順 S ①パリ市②ベルリン市③ス 
トックホルム市④チューリッヒ市 
ルーマニア チヱコはこのほど 
X チ In 戦 プラハにチャンピ 
オン•ルーマニアを招き2試合を 
行ったが/勝ち星はあげられなかっ 

た。グル ィア (ルーマニア)は2 

試合で9点をあげていぜん健在ぶ 
りを発揮、チェコではコネクニィ 
が8点をマ ー クした。 

7 rz 10 (37M55y:n 


10(3 7M 5 51T チ X n 

2 66= 6 5 lr チ： 


国とも若手中心のナショナルチ I 
ムを参加させた。東ドイツ第2チ 
丨ムはシユヱリンカップ(前掲〕 
でもユ—ゴ、デンマークなどを破 
っており同国の選手層の厚さを物 
語っている。 

▽予選リ—グ主な成績 
ル丨マニア B18I17 東ドイッ E 
ユ—ゴ B 19 (分) 19 ウクライナ 
ルーマニア B22I12 オランダ 
東ドイッ 121120 ソビエト新人 
ギオルジヱ21(分〕21ブルガリア 

▽準決勝 

ri 7 nil'l > ュ—ゴ B 

ル丨マニ〇へ12 —— 7ン4ギオルジ 
ア B 2,00 —71 ヱ 

▽3 位決定戦 


-- ゴ B23(815l |128)20 


ギオルジ 

H 


東ドィツ7 7 5 4 ,ルーマニ 

I 1 312 1 T 


アメリカ、欧州を転戦 

積極的な強化にのりだしたァメ 
リカは11月末からナショナル チー 
ムをヨ ーロッパへ派遣した。オリ 
ンピック 予選(別掲) に 備え 着実 
に力を伸ばしている感じである。 


ルクセン 9 7 
ブルグ 1—1 

アメリカ 23121 


パリ選抜 


2101—136V 


チヱコ 

デンマ| 
ク 


東ドイツ A114Il459t ンマ — 
チェコ 11(56;155)10 疏ドィッ 


An : 


17 デンマ、 
1ク 


けたのも注目されよぅ。 

▽予選リーグ A 組 
ル—マニア 19—13 チェコ 
スウ X 1 デン 20__ [9 スペイン 
ル—マニア 16—14 スウヱ—デン 
チェコ 18—17 スペイン 


ユ—ゴ 16(511||83)11 東ドイッ 

〔順位】①ユ ー ゴ 4 勝 1 敗(得失点 
差 20 )©東ドイッ4勝1敗( 10 〕. 

③八.ンガリー④東ドイツ K ⑤チ X 
コ⑥デンマ ーク 

ユ—ゴ、奸調をつづける 

〜スウ H — デン国際〜 

その名も「ヮールド•カップ」 

と いぅビッグ トーナメント が11 月 

末 スウ X 1デンで行われた。 

ョーテボルダ市 350 年記会国際大 

会がそれで現世界チャンピオンの 

ル~マニア、元チャンピオンのス 

ウェーデンとチェコそれに東ドイ 

ッ(世界 2 位)、ユ ー ゴ(世界 3 位) 

ソゼエト (世界 9 位)、 スペイン、 

ノルウ X 丨の計8ヶ国 といぅ 豪華 

な顔ぶれが集った。 

連日五千をこすファンを熱狂 さ 

せたが結局ノンタイト.ルのユ—ゴ 

がルーマニアを降す皮肉な結果と 

なつた。ユーゴの主力はラブルニ 

ク、ミルコビク。地元スウ.ェ！デ 

ンは辛くも 5 位を確保したものの 

日本遠征後どうも調子がよくな 
、0: 

V 

S ルウヱーが東ドイツと引き分 


ルーマニア 2510 


スペイン 


チヱ コ 15112 スウヱ ーデン 
▽同 B 組 

ノルウ X—12 (分) 12 東ドイツ 
ユ1ゴ- 15111 ソビエト 
ソビヱト17—16東ドイツ 
ユ1ゴ 13111 ノルウェ I 
ユーゴ 18 — 16 東ドイツ 
ソビエト19—13ノルウヱ丨 

▽7 位決定戦 

ノルウヱ丨 21114 スペイン 
▽5 位決定戦 

スウヱ—デン 15112 東 ドイツ 
▽3 位決定戦 

ソビェト 15(78 M 75)12 チヱ n 


5 —— 8 

ユ—ゴ 17 . 14 ル—マニ 

2 —— 〇 ア 


東ドィッ第2チ—ム勝つ 

〜トビリシ_ k-I メン^-〜 

恒例のトビ •»; シ(ソビエト)国 
際 卜丨ナメント は12 月 ギオルヂヱ 
で行われ、東 ドィッ 第2 チ—ムが 
延長の末ル—マニア B を破って優 
勝した。 

ブルガリアとオランダ以外は各 
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ョタと共に躍進するセントラル 

クラウン. コロナ. ピックアップ.ライトバン製作 

t ユト ， il 自動肇 m 式尝社 

神奈川県相模原市大山町4番12 号 
TEL 相模原 （0427) 72-6 111(大代表） 

加入電信 2872—205 サガミセントラル SGM 


福岡は 西南、 愛知は名城大勝つ 


第5回福岡県8大学秋季リーグ 
戦はこのほど福岡•西南学院球技 
場で行われ、西南学院が岩原、牧 
目野、近藤らの速攻と GK 髙田の 
堅守で勝ち星を重ね全勝優勝した 
福岡大 14110 久留米エ短大 
東 海 •14111 九州大 
福岡教大 2416 久留米エ短大 
福岡教大 1716 福岡工大 
西南学院 14111 九州産大 
福岡大 21112 福岡工大 
福岡教大 1714 九州産大 
福岡大 2217 九州大 
久留米エ短大 17115 福岡工大 
西南学院 1816 - 東 海 
久留米エ短大12|9 九州大 
九州産大 18 19 福岡工大 
西南学院 1419 福岡大 
福岡教大 23—7 東 海 
九州産大25—11久留米エ短，大 
東 海 
九州大 
東海 
九州大 
福岡大 

西南学院24. —8 久留米エ短大 
九州大 
東.海 
九州大 
東海 
福岡教大 
福過大 
福岡工大. 


福岡工大 20114 
九州産大 34112 
福岡大 21111 
西南学院 2616 
福岡教大 1118 


福岡工大12—10 
九州産大 2218 
福岡教大 ^17 
久留米エ短大 14112 
西南学院 13—8 
九州産大13—12 
西南学院 1416 


【順位】①西南学院7戦全勝②福岡- 
教大6勝1敗③九州産大5勝2敗 
④福岡大4勝3敗⑤久留米工業学 
園短大⑥福岡工大⑦東海⑧九州大 
▽ベストセブン GK 高田.(西南 
学院) FP 岩原、牧、目野(以 
上西南学院)、和宮(福岡大)、.井 
上(九州産大)、池- ffl (福岡教大) 

中京の12連勝成らず 

第12回愛知学生選手権は12 月 4 
.日から 8 日まで名古屋市 体育館、 
男子9校 16 チ—ム、女子3校4チ 
1ムが參加して行われた。. 

男子は準決勝で12連勝を狙ぅ中 
京が名城の鋭い攻撃に敗れ、結局 
名城が初優勝、女子は中京が中京 
女.ニチームを連破して4年連続5 
度目の優勝を飾った。 

▽男子1回戦 

中 京 2517 南 山 
名 犬 16 — 10 愛知大 
名工大 13111 名大 B 
南山 B 15—10名工大 B 
19 —C 


名 城 

愛知教大 B 24—11 
中部工大14—9 
名城 B 22111 
▽同準々決勝 
中京30 11 
名 大 14113 
名 城23ふ 
名城 B16 —9 


愛知教大 
愛知工大 
愛知大 B 
中京 B 

名工大 A 
南山 B 
中部工大 
愛知教大 -B 


▽同準決勝 

名城 B 9C36 I 1 5 1 V 名大 
名城 12 A 6-6 I 183}11中京 
▽同3位決定戦 

中 京 18—8 名大 
▽同決準 

名 城12( 6 6M 1.78 名城 B 
▽女子1回戦 (= 準決勝) 


中 


京 A 41 U 
中京女 B 13 C 76 M:: 


中_京10 


中京女 B 


福岡大 20113 久留米工大 

▽決勝 

九州産大130!| 1 8 3}11福岡教大 


各 

地 

の 

記 

録 


3中京女 
W 4 愛知教大 


▽同3位決定戦 

中京女 1016 愛知教大 
▽同決勝 

/ 4 —4 ' 


5 IO 、 

▽交歓試合(女子) 

愛知教員ク7 ( 分〕7 ■ 中京女大 

九州産大、福岡教大降す 

▼福岡県学生新人戦(11月•東海 
大体育館) 

▽準々決勝 

九州産大 1917 九州大 
福岡大 15—8 .西南学院 
久留米エ大 16 |7 .福岡エ大 
福岡教大 16 —5 東 海 
▽準決勝 

九州産大 16 —7 福岡大 
福岡教大 1417 久留米工大 
▽3 倥決定戦 


北海道大が2連勝 

女子は室蘭クが優勝 
第11回全北海道室内選手権は12 
月 25 、 26 日の 2 .日間札幌市の中島 
スポーッセンターに男子12、女子 
4 チームを集めト ー ナメン トで 行 
われた。 

■男子は準決勝の北大 X 函館有斗 
OB が〃事実上の決勝"といわれ 
るにふさわしい激戦となり、わず 
かに スピ ードに優る学生1位の北 
大がクラブ チャンピオンの 函館有 
斗 OB に押し勝ち、決勝でも室蘭 
クに快勝、2年連続3度目の優勝 
をとげた。 

女子は室蘭クが攻守に一日の長 
を示し勝った。 

▽男子1回戦 

北見 HOB 棄権 室蘭工大 
北海道大 2418 青紫ク 
ヵルルス•ク棄権 小樽商大 
エルム•ク 14113 室蘭東 08 
▽同準々決勝 

)5 ヱルム • 

J 1 ク 

北見 HO 
B 


室蘭ク 16C 

函館有斗〇ヘ912 
OB ! 


2V111 

北海道大17 


7—5 
10—6 


)3 

)11 紋別 
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f 館大谷 Arry 

▽同準決勝 


カルルス 


琉球大 12—6 
▽同準決勝 


国 頭 


中 


頭 


15110 沖縄大 


北海道大 15 (ll )130® Bte 有 斗 那 « 商 O . B 17 I 13 琉球大 

室蘭ク13( M )12 f 館大谷_ I o 、8—22 那覇商0 
▽同決勝 

北海道大 23 ( 13201145)9 室蘭ク 
▽女子1回戦 (= 準決勝) 

函館選抜19(1091|11}2紋別北高 
室蘭ク 7 f 11)4 室蘭 OG 
▽同決勝 

室蘭 ク〇^54113194 函館選抜 

高校男子は有斗が優勝 

▼昭和 46 年度全北海道高校男子新 
人戦( 12月•札幌) 

▽1 回戦 (3 試合) 

紋別北 2313 札幌月寒 
札幌商 棄権 北見 H 
室蘭 H ' 19—6 札幌啓成 
V 同準決勝 

函館有斗 7 15 紋別北 
室蘭 H 1715 札幌商 
▽同決勝 - 
函館有斗 7 T 3 -I 13 3 V 室蘭エ 

中頭、那霸商 OB 制す 

▼第 2 回沖縄選抜大会 (11月•沖 
縄 H ) 

▽男子1回戦 (1 試合) 


▽同決勝 

巾 s(sm10212_ 

▽女子決勝 

中頭18(810||20)2舰|*±|は 
▽高校男子決勝 

沖.縄 21(11101 151015 北農 
▽同 女子決勝 

小 #3(8 21 1235浦添 

日本発条が3戦全勝 

▼神奈川県実業団リ—グ(12月. 
横 浜) 

日本発条 17113 日進商会 
1 ^ 日本鋼管 
日本発条 21113 日本鋼管 


セントラ 
ル自動車 


名城ク 
大江ク 
桜丘会 
桜丘会 
名城ク. 
桜丘会 
名城 
爱教ク 
東山ク 
爱教ク 
' 大江ク 
名城ク 
東山グ 
爱教ク 


4 13 
2 1 

6 1 2 
IX 1 

18110 

5 I .4 
2 1 

24—13 

6—9 
2 1 

8 1 2 
2 1 

18 (分〕 18 . 

〇—2 
2 1 

20110 

24112 

〇 — 4 
2 1 

9 1 8 
1 1 

13112 


名大ク 
爱教ク 
大江ク 
名大ク 
東山ク 
東山ク 
大江ク 
名大ク 
大江ク 
東山ク 
名大ク 
桜丘会 
名大ク 
名城ク 


20110 日進商会 


【順位〕①名城ク 4 勝 1 敗②桜丘会 
3 勝 1 敗 1 分③爱教ク 2 勝 1 敗 2 
分④東山ク•大江ク 2 勝 3 敗⑥名 
大ク 4 敗 1 分 

【2部順位】①東海ク4勝1分②南 
山ク4勝1敗③桜丘会 B ④佐織ク 
⑤愛商ク⑥中川ク 
【3部順位】①爱 H ク②東海ク B ③ 
松蔭ク④昭和ク⑤一宮ク⑥若松ク 


日本鋼管 16111 日進商会. 日本ビクタ—貫録勝ち 


日本発条 16—12 


セントラ 
ル自動車 


【順位】①日本発条②セントラル自 
動車③日本銅管④日進商会 

.三部 18 クラブが参加 
▼第12回愛知クラブリ—グ(11月 

名古屋) 

▽1 部 

.愛教ク11(分)11桜丘会 


日本ビクタ11718 


日本ビクタ 121—3 水海道二髙 
▽決勝 

fl ビク 28(1513 M 31)4 鲜 田二高 
(注)男子の記録は前号既報 

新居浜 H 、 強味示す 
▼愛媛県高校新人大会 (11 月 •今 
治 )广 
▽男子準々決勝 

新居浜 H 12—2 松 山 北 
松山東 1314 松山南 
今治西 15—8 新 田 
松 山 H 19—7 今治 南 
▽同準決勝 


新居浜ェ 


18 —4 


▼第21回茨城県総合 (女子〕 選手 
.権(11月 •水海道二髙)_ 

▽準々決勝 

水海道一一 OG 14—4 西峰ク 
鉾田二高 1016 ■茨城大 
水海道二高 8—5 太田二高 


松山 H 

▽同決勝 ‘ 
新居浜 h a 34 i :33 V' 

▽女子準々決勝 
松山商 8 13 
新居浜商 12—1 
東 温 1314 
土 居 1710 
▽同準決勝 

松山商 ^- 4 

土 居 8 12 
▽同決勝 

土居 


f 3 _—2 
^3 —〇 


松山東 
今治西 

松山エ 

新居浜東 
今治南 
西条 
今治西 

新居浜商 
東 温 


V 松山商 


八郷高 


お詑び 


93号、編集部の手違 


▽準決勝 

鲜田二高 11 —8 水海道二 OG 


いから、ベアー株式 
•会社の広告が脱落しておりまし 
た。お訖び申し上げます 


記 


遅ればせながら、おめ 
でとうございます。本年 
もどうぞよろしく。 

後 本年も様々なことが多 
い年でしよう。 

集 懸案•難問が山積して 


編 


いるハシドボール界です 


その一端はポスト•アジ 
ア予選という形でとりあ 
げました。これのなかでどの一つ 
をとっても、すこぶる難問です。 
ハンドボール協会の執行部がいい 
意味でのリーダーシップをとらな 
ければならないのはいうまでもな 
いことですが、盛りあがる力がな 
ければどうなにものでもないこと 
ばかりです。 

ミュンヘン、底辺拡充、女子問 
題、日本リーグ等々々山積するの 
は難問ばかりです。 

編集部でも、：それらに少しでも 
役立ちたいと考えています。 

ポスト アジア 予選でとりあげた 
問題について、ほかのいかなる問 
題でも、どしどし投稿が欲しいと 
ころです。 

特に〃底辺拡充策"について積 
極的、具体的提言をどんどん寄稿 
していただきたいと考えます。 

〃底辺拡充策〃盛りあがる力なく 
しては解決できない最大の問題で 
す。投稿，•寄稿で体験、提言を本. 
誌で多くの人々に紹介していきた 
いと考えています。よろしく ， 
(T) 
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メツキは金属だけでは…… 
. ありません 


大阪府萵搜市辻子2 41番地 TEL 高槻 （0726) 75—5 5 5 1 
描 M 1 展 ft 市; YI •水 W 字中谷地 48 S 地 TEL 描島 (02452)3-2812 - 2911 
大阪府萵槻市辻子2 5 2番地の1 TEL 高槻 (0726) 75-5767-8 
京都市南区上岛羽花名町19番地 TEL m (075)6 8- 9 7 0 1 











世界じゅうのタイプライターの 
うち、10台に1台はブラザー製 
110力国に輸出されて V ゝます。 


ブラザー エ業株式会社 
ブラザ ーミシン阪売株式会社 
本社名古屋市瑞穂区堀田通9の35 
TEL 大代表 （811) 2511 


スポーツに 国境がないように 

世界で愛されるブラザータ f プラ^ター 



必 BROTHER 



日本ハンドボ—ル協会編 
『ハンドボ—ル』 
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f 年価— 
11回.千二百円 




